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は
じ
め
に

本
稿
は
、
一
八
八
六
年
に
制
定
さ
れ
た
「
ヴ
ェ
ス
ト
プ
ロ
イ
セ
ン
州
と
ポ
ー
ゼ
ン

州
へ
の
ド
イ
ツ
人
入
植
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」（G

esetz, betreffend die 

B
eförderung deutscher A

nsiedlungen in den Provinzen W
estpreußen und 

Posen.

）（
以
下
、
プ
ロ
イ
セ
ン
植
民
法
、
植
民
法
と
略
）
の
成
立
過
程
に
関
す
る

プ
ロ
イ
セ
ン
下
院
に
お
け
る
議
論
の
過
程
を
分
析
す
る
。

プ
ロ
イ
セ
ン
植
民
法
は
、
ポ
ー
ゼ
ン
州
と
ヴ
ェ
ス
ト
プ
ロ
イ
セ
ン
州
の
二
州
に
お

い
て
、
政
府
が
一
億
マ
ル
ク
を
支
出
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
大
土
地
所
有
者
の
所
有
地

を
購
入
し
、
ド
イ
ツ
人
農
民
を
植
民
さ
せ
る
こ
と
で
、
二
州
に
お
け
る
「
ド
イ
ツ
的

要
素
」
の
強
化
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
法
律
で
あ
る
た
め
、
反

ポ
ー
ラ
ン
ド
的
な
プ
ロ
イ
セ
ン
＝
ド
イ
ツ
の
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
政
策
」
の
一
環
と
し
て

理
解
さ
れ
る
。
同
時
に
、
ド
イ
ツ
人
植
民
の
た
め
の
制
度
と
し
て
「
地
代
農
地
」
制

度
に
つ
い
て
初
め
て
触
れ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
農
業
政
策
の
観
点
か
ら
も
重
視
さ
れ

る（
（
（

。
プ
ロ
イ
セ
ン
議
会
に
お
け
る
植
民
法
成
立
過
程
に
お
け
る
議
論
を
扱
っ
た
も

の
と
し
て
は
、
自
由
主
義
者
た
ち
の
議
論
を
扱
っ
た
大
内
宏
一
の
論
考
が
あ
る（

（
（

。

他
の
研
究
で
も
プ
ロ
イ
セ
ン
議
会
に
お
け
る
議
論
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
も
の

も
あ
る
が
、
そ
の
討
論
全
体
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
詳
ら
か
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
下
院
に
お
け
る
植
民
法
の
成
立
過
程
を
検
討
す
る

こ
と
で
、
反
ポ
ー
ラ
ン
ド
的
意
図
、
地
代
農
地
制
度
が
ど
の
時
点
で
法
案
に
組
み
込

ま
れ
た
の
か
、
自
由
主
義
者
だ
け
で
な
く
、
他
の
諸
政
党
・
党
派
が
ど
の
よ
う
な
見

解
を
示
し
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

植
民
法
は
、
全
一
二
条
で
一
八
八
六
年
四
月
二
六
日
に
布
告
さ
れ
た（

（
（

。
条
文
は

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

ヴ
ェ
ス
ト
プ
ロ
イ
セ
ン
州
と
ポ
ー
ゼ
ン
州
へ
の
ド
イ
ツ
人
入
植
の
促
進
に
関
す

る
法
律

第�
一
条　

国
家
政
府
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
化
の
試
み
に
対
し
て
、
ヴ
ェ
ス
ト
プ
ロ

イ
セ
ン
州
と
ポ
ー
ゼ
ン
州
へ
の
ド
イ
ツ
人
農
民
や
労
働
者
の
入
植
に
よ
る
ド

イ
ツ
的
要
素
の
強
化
の
た
め
に
、
以
下
の
用
途
に
一
億
マ
ル
ク
の
基
金
を
使

用
で
き
る
。

プ
ロ
イ
セ
ン
植
民
法
（
一
八
八
六
年
）
の
制
定
過
程

割
　
　
田
　
　
聖
　
　
史
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一
）
土
地
の
購
入

　
　

二�

）
中
小
の
規
模
の
新
た
な
農
地
も
し
く
は
農
村
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
以
下
か

ら
生
じ
る
費
用

　
　
　
　
ａ
）
最
初
の
設
備

　
　
　
　

ｂ�
）
ゲ
マ
イ
ン
デ
・
教
会
・
学
校
関
係
の
最
初
の
取
り
決
め
（Rege-

lung

）

　
　

�　

が
必
要
と
す
る
限
り
、
購
入
さ
れ
た
土
地
（
一
）
も
し
く
は
国
家
に
属

す
別
の
土
地
に
設
置
さ
れ
る
。

　

�　

二
で
必
要
な
費
用
の
支
払
い
の
た
め
に
十
分
な
費
用
が
残
さ
れ
る
範
囲

で
、
土
地
の
購
入
は
行
わ
れ
る
。

第�

二
条　

個
々
の
農
地
（
第
一
条
）
の
移
譲
の
際
に
は
、
国
家
の
適
切
な
補
償

が
予
定
さ
れ
る
。

　

�　

移
譲
は
、
資
本
や
地
代
に
対
し
て
は
所
有
と
な
り
、
も
し
く
は
、
定
期
小

作
（Zeitpacht

）
で
行
わ
れ
る
。

第�

三
条　

農
地
の
移
譲
（
第
二
条
）
が
定
額
の
金
地
代
（
地
代
農
場R

enten-

gut

）
の
買
い
取
り
に
対
し
て
な
さ
れ
た
場
合
、
後
者
の
償
却
は
双
方
の
合

意
に
よ
る
。

　

�　

償
却
額
と
解
約
予
告
期
間
は
契
約
に
よ
る
。
し
か
し
、
償
却
が
地
代
権
利

者
（R

entenberechtigte

）
の
提
案
で
な
さ
れ
た
場
合
、
地
代
権
利
者
は
、

地
代
の
二
五
倍
以
上
の
償
却
金
を
要
求
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

�　

土
地
台
帳
へ
の
地
代
の
記
載
に
は
、
償
却
可
能
性
の
除
外
に
つ
い
て
の
取

り
決
め
、
お
よ
び
、
償
却
額
と
解
約
予
告
期
間
の
確
定
に
つ
い
て
土
地
台
帳

に
記
載
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
な
さ
れ
な
い
場
合
、
第
三
者

が
、
土
地
に
か
か
る
地
代
に
対
し
て
、
義
務
を
負
う
も
の
に
よ
っ
て
六
か
月

の
解
約
通
告
の
の
ち
二
〇
倍
の
額
で
償
却
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第�

四
条　

作
物
で
の
定
額
の
譲
渡
は
定
額
の
地
代
と
同
様
な
も
の
と
み
な
す
。

そ
れ
は
、
一
八
五
〇
年
三
月
二
日
の
償
却
法
の
第
二
〇
条
か
ら
第
二
五
条
の

適
用
の
下
、
年
間
で
産
出
さ
れ
た
市
場
価
格
に
よ
り
換
算
さ
れ
る
。

第�

五
条　

地
代
に
対
す
る
地
代
農
地
の
所
有
者
へ
の
農
地
の
売
却
の
際
、
契
約

に
基
づ
い
て
、
土
地
の
分
割
や
そ
の
一
部
の
譲
渡
（A

bveräußerung

）
の

許
可
が
地
代
権
利
者
の
同
意
を
必
要
と
す
る
事
例
に
お
い
て
、
分
割
や
譲
渡

が
共
同
体
の
利
益
に
望
ま
し
い
場
合
、
同
意
が
拒
否
さ
れ
た
時
に
は
、
紛
争

処
理
当
局
（A

useinandersetzungsbehörde

）
の
司
法
的
な
決
定
に
よ
り
補

足
さ
れ
る
。

第�

六
条　

地
代
農
場
の
取
得
者
が
既
存
も
し
く
は
そ
こ
に
作
ら
れ
る
建
築
物
の

建
築
状
況
の
維
持
、
そ
の
地
の
一
定
の
農
業
的
動
産
の
保
持
、
も
し
く
は
、

他
の
手
段
に
よ
っ
て
、
移
譲
さ
れ
た
農
地
の
経
済
的
自
立
性
を
継
続
的
に
確

保
す
る
と
い
う
義
務
を
契
約
で
負
う
場
合
、
義
務
を
負
う
も
の
は
、
紛
争
処

理
当
局
の
司
法
的
な
決
定
に
よ
り
、
主
た
る
共
同
体
的
利
害
が
農
地
の
経
済

的
自
立
性
の
維
持
に
反
し
て
い
る
場
合
、
義
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
。

第�
七
条　

第
五
条
に
お
け
る
地
代
権
利
者
の
同
意
が
補
足
さ
れ
る
場
合
、
も
し

く
は
、
第
六
条
に
お
け
る
義
務
の
解
放
が
約
束
さ
れ
た
場
合
、
地
代
権
利
者

は
、
契
約
で
特
別
な
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
な
い
場
合
、
二
五
倍
の
額
の
全

地
代
の
償
却
を
要
求
で
き
る
。
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第�

八
条　

国
家
が
補
償
（
第
二
条
）
と
す
る
額
、
お
よ
び
、
再
譲
渡
さ
れ
る
土

地
お
よ
び
中
間
利
用
か
ら
得
ら
れ
る
収
入
は
、
毎
年
国
家
予
算
に
組
み
込
ま

れ
、
―
御
料
地
や
森
の
条
か
ら
の
も
の
で
は
な
い
限
り
―
一
九
〇
七
年
三
月

三
一
日
ま
で
、
第
一
条
に
記
さ
れ
た
基
金
に
組
み
込
ま
れ
る
。

　
　

こ
の
時
点
か
ら
、
こ
の
収
入
は
、
国
家
の
一
般
収
入
に
な
る
。

第�

九
条　

第
一
条
に
お
け
る
使
用
目
的
の
た
め
の
資
金
の
準
備
の
た
め
に
債
券

が
発
行
さ
れ
る
。

　

�　

い
つ
、
ど
の
官
庁
、
ど
の
よ
う
な
額
、
ど
の
よ
う
な
利
子
、
解
約
の
条

件
、
債
券
の
相
場
（K

urse

）
で
支
出
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
財
務
大
臣

が
決
定
す
る
。

　

�　

ま
た
、
借
入
の
管
理
と
返
済
（Tilgung
）
お
よ
び
利
子
の
事
項
に
関
し

て
、
一
八
六
九
年
一
二
月
一
九
日
の
法
律
の
規
定
（G

S, S.1197.

）
が
適
用

さ
れ
る
。

第�

一
〇
条　

こ
の
法
の
第
一
条
と
第
二
条
か
ら
生
じ
る
紛
争
と
な
ら
な
い
裁
判

の
記
録
（
土
地
台
帳
裁
判
も
含
む
）、
お
よ
び
、
紛
争
処
理
当
局
で
の
訴
訟

は
、
印
紙
お
よ
び
費
用
は
か
か
ら
な
い
。

第�

一
一
条　

こ
の
法
の
執
行
、
特
に
、
購
入
と
売
却
、
入
植
も
し
く
は
そ
の
準

備
、
購
入
さ
れ
た
土
地
の
管
理
に
つ
い
て
、
国
会
に
説
明
が
な
さ
れ
る
。

　

�　

第
一
条
の
基
金
の
全
収
入
と
支
出
に
つ
い
て
、
国
家
予
算
の
た
め
の
規
定

に
従
っ
て
、
会
計
報
告
が
な
さ
得
る
。

第�

一
二
条　

こ
の
法
の
執
行
は
、
第
九
条
の
規
定
に
し
た
が
っ
て
財
務
大
臣
に

よ
っ
て
な
さ
れ
な
い
限
り
、
国
家
大
臣
の
も
と
に
あ
る
特
別
な
委
員
会
に
委

託
さ
れ
る
。

　

�　

委
員
会
の
構
成
、
所
在
地
、
業
務
範
囲
、
権
限
に
つ
い
て
の
さ
ら
な
る
規

定
は
、
国
王
の
規
定
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。

　

�　

人
的
・
物
的
な
行
政
課
題
は
第
一
条
の
基
金
か
ら
支
出
さ
れ
る
。
こ
れ

は
、
国
王
の
規
定
に
よ
る
制
度
に
従
っ
て
、
一
八
八
七
年
四
月
一
日
の
か
ら

国
家
予
算
に
組
み
込
ま
れ
る
。

ベ
ル
リ
ン　

一
八
八
六
年
四
月
二
六
日

こ
の
よ
う
に
植
民
法
は
、
第
一
条
が
そ
の
理
念
・
目
的
が
示
さ
れ
、
第
二
条
か
ら

第
七
条
は
ド
イ
ツ
人
植
民
者
の
土
地
入
手
方
法
、
特
に
地
代
農
地
制
度
に
つ
い
て
触

れ
ら
れ
て
い
る
。
第
八
条
か
ら
第
一
一
条
は
基
金
の
扱
い
、
会
計
に
つ
い
て
の
概
要

で
あ
る
。
第
一
二
条
は
、
こ
の
法
律
の
執
行
を
行
う
主
体
で
あ
る
委
員
会
（
植
民
委

員
会
）
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

一
、
外
国
籍
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
「
追
放
」
と
ド
イ
ツ
帝
国
議
会

植
民
法
制
定
の
前
提
と
し
て
、
ド
イ
ツ
帝
国
・
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
に
お
け
る
一
連

の
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
政
策
」
と
そ
れ
に
対
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
反
応
が
あ
る
。「
文

化
闘
争
」
は
、
ド
イ
ツ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
に
対
し
て
は
一
八
七
〇
年
末
に
は
終
息
し
た

が
、
プ
ロ
イ
セ
ン
領
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
一
八
八
〇
年
代
に
も
実
質
的
に
継
続
し
て
い

た
。
ま
た
、
一
八
七
六
年
の
「
公
用
語
法
」
で
は
、
ド
イ
ツ
語
が
公
用
語
と
定
め
ら

れ
、
官
公
庁
で
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
使
用
が
排
除
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
帝

国
建
国
以
来
ビ
ス
マ
ル
ク
政
府
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
に
対
し
て
の
抑
圧
措
置
を
と
っ
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て
き
た
。
し
か
し
、
世
論
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
伸
長
に
よ
る
プ
ロ
イ
セ
ン
東
部

諸
州
の
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
化
」
が
訴
え
ら
れ
、「
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
独
立
」
の
危
険
性
が

警
戒
さ
れ
た（

（
（

。

植
民
法
制
定
の
直
接
的
な
契
機
に
な
っ
た
の
は
、
外
国
籍
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
追
放
問

題
で
あ
っ
た
。
一
八
八
〇
年
代
に
は
、
ロ
シ
ア
領
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
ポ
ー
ラ

ン
ド
か
ら
外
国
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
流
入
が
激
化
し
た
。
東
部
諸
州
の
「
ポ
ー
ラ
ン
ド

化
」
を
懸
念
す
る
政
府
は
、
お
よ
そ
三
二
〇
〇
〇
人
と
推
測
さ
る
外
国
籍
ポ
ー
ラ
ン

ド
人
を
国
境
外
へ
追
放
し
た（

（
（

。

こ
の
プ
ロ
イ
セ
ン
の
措
置
は
、
ド
イ
ツ
帝
国
議
会
に
お
い
て
自
由
主
義
左
派
や

ポ
ー
ラ
ン
ド
議
員
団
な
ど
に
よ
っ
て
問
題
と
な
っ
た
。
一
八
八
五
年
一
一
月
二
六
日

付
で
、
ヤ
ジ
ジ
ェ
フ
ス
キ
（Jażdzew

ski

）
を
筆
頭
に
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
議
員
団
一

六
人
が
、
中
央
党
・
自
由
思
想
家
党
、
社
会
民
主
党
の
支
持
を
得
て
、「
質
問
（In-

terpellation

）」
を
提
出
し
た（

（
（

。

質
問

　

最
近
の
数
か
月
、
他
国
の
市
民
が
、
特
に
、
プ
ロ
イ
セ
ン
国
家
の
東
部
諸
州

か
ら
追
放
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
近
い
将
来
も
脅
か
さ
れ
て
い
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
帝
国
政
府
に
以
下
を
問
う
。
こ
の
事
実
と
そ
の
理
由
に
つ
い
て

知
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
。
さ
ら
に
行
わ
れ
る
恐
れ
の
あ
る
措
置
に
対
し
て
、

す
で
に
手
段
を
と
っ
て
い
る
の
か
、
取
る
意
思
が
あ
る
の
か
。

こ
の 

「
質
問
」 

は
、
一
二
月
一
日
の
第
八
回
本
会
議
で
審
議
さ
れ
た（

（
（

。
こ
の
「
質

問
」
に
対
し
て
、
帝
国
宰
相
ビ
ス
マ
ル
ク
が
、
ド
イ
ツ
皇
帝
・
プ
ロ
イ
セ
ン
国
王

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
一
世
の
一
一
月
三
〇
日
付
の
教
書
を
読
み
上
げ
た
。
こ
の
中
で
、

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
は
、「
ラ
ン
ト
高
権
に
関
し
て
、
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
に
お
け
る
朕
の

権
利
と
そ
れ
ぞ
れ
の
諸
邦
に
お
け
る
君
主
の
権
利
を
守
る
義
務
」
が
あ
る
と
し
、
諸

邦
の
政
府
の
権
利
は
、
連
邦
条
約
に
従
っ
て
代
表
さ
れ
、
保
護
さ
れ
る
」
と
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
ビ
ス
マ
ル
ク
は
、「
陛
下
の
諸
国
家
、
特
に
境
界
諸
州
に
お
い
て
、

外
国
的
要
素
に
よ
っ
て
、
特
に
、
数
十
年
来
の
ド
イ
ツ
民
族
（Volksstam

m

）
の

ポ
ー
ラ
ン
ド
化
の
展
開
に
よ
っ
て
、
そ
の
存
在
と
発
展
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
ド
イ

ツ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
を
保
護
す
る
」
と
い
う
国
王
の
権
利
が
あ
る
と
し
、
こ
の

「
質
問
」
に
賛
同
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
議
員
団
、
社
会
民
主
党
、
自
由
思
想
家
党
、
中

央
党
を
批
判
し
た
。
そ
し
て
、
連
邦
条
約
に
違
反
し
な
い
た
め
と
し
て
、
こ
の
「
質

問
」
へ
の
返
答
を
拒
否
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
中
央
党
の
ヴ
ィ
ン
ト
ホ
ル
ス
ト
（W

indthorst

）
が
議
事
規
定

に
関
し
て
異
議
を
申
し
立
て
、「
質
問
」
に
つ
い
て
再
度
提
案
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
ヴ
ィ
ン
ト
ホ
ル
ス
ト
の
提
案
を
は
じ
め
、
い
く
つ
か
の
提
案
が
な
さ
れ

た（
（
（

。こ
の
審
議
は
、
一
八
八
六
年
一
月
一
五
日
・
一
六
日
の
第
二
五
回
・
第
二
六
回
本

会
議
で
行
わ
れ
た（

（
（

。
議
論
の
の
ち
、 

ヴ
ィ
ン
ト
ホ
ル
ス
ト
の
提
案
が
承
認
さ
れ
た（
（1
（

。

そ
の
提
案
は
、

　

帝
国
議
会
は
、
以
下
を
決
議
す
る
。

　

プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
政
府
に
よ
る
ロ
シ
ア
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
臣
民
の
追
放

は
、
そ
の
規
模
と
方
法
に
お
い
て
、
公
正
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
帝
国
に
属
す
る

も
の
の
利
益
と
一
致
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
確
信
す
る
。

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
自
由
主
義
左
派
、
中
央
党
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
議
員
団
な
ど
の
主
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張
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
政
府
、
保
守
派
、
国
民
自
由
党
に
は
大

き
な
不
満
を
引
き
起
こ
す
こ
と
と
な
る
。

二
、
プ
ロ
イ
セ
ン
下
院
の
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
討
論
」

一
八
八
六
年
の
プ
ロ
イ
セ
ン
下
院
は
一
八
八
六
年
一
月
一
四
日
に
開
会
し
た
。
ま

ず
、
一
八
八
六
年
の
プ
ロ
イ
セ
ン
下
院
の
概
要
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。

一
八
八
六
年
の
プ
ロ
イ
セ
ン
議
会
は
、
第
一
六
議
員
任
期
（
一
八
八
六
年
～
一
八

八
八
年
）
の
第
一
会
期
に
当
た
る
。
第
一
六
議
会
任
期
の
議
員
の
定
足
数
は
四
三
三

人
で
あ
っ
た（
（1
（

。
一
八
八
五
年
の
選
挙
の
際
の
党
派
別
の
内
訳
は
、
ド
イ
ツ
保
守
党

（
K
） （
以
下
、 

他
の
政
党
も
同
様
に
略
し
て
示
す
） 
一
三
三
人
、 

自
由
保
守
党 

（
FK
）

六
七
人
、
国
民
自
由
党
（
NL
）
七
一
人
、
左
派
自
由
主
義
（
進
歩
党
、
自
由
思
想
家

党
）
四
四
人
、
中
央
党
（
Z
）・
ヴ
ェ
ル
フ
党
一
〇
一
人
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
議
員
団

（
P
）
一
五
人
、
そ
の
他
（
デ
ン
マ
ー
ク
党
）
二
人
で
あ
っ
た（
（1
（

。

プ
ロ
イ
セ
ン
国
会
の
開
会
演
説
に
お
い
て
、
国
王
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
は
、
ド
イ
ツ
帝

国
議
会
へ
の
不
満
を
示
し
つ
つ
、

　

い
く
つ
か
の
東
部
諸
州
に
お
け
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
的
要
素
に
よ
る
ド
イ
ツ
的
要

素
の
押
し
戻
し
（Zurückdrängen

）
は
、
ド
イ
ツ
人
住
民
の
存
在
と
発
展
を

保
全
す
る
た
め
の
措
置
を
行
う
義
務
を
政
府
に
課
し
て
い
る
。
こ
の
目
的
の
た

め
に
現
在
作
成
中
の
法
案
が
、
諸
君
に
示
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

と
東
部
諸
州
の
問
題
に
つ
い
て
触
れ
た（
（1
（

。
こ
こ
で
予
告
さ
れ
て
い
る
法
案
は
、
①

植
民
法
、
②
種
痘
医
法
、
③
補
習
学
校
助
成
法
、
④
欠
席
児
童
処
罰
法
、
⑤
公
立
民

衆
学
校
教
師
任
用
法
と
し
て
成
立
す
る
こ
と
と
な
る（
（1
（

。

帝
国
議
会
の
一
月
一
六
日
の
決
議
を
受
け
て
、
一
八
八
六
年
一
月
二
三
日
付
で
、

自
由
保
守
党
の
ア
ッ
ヘ
ン
バ
ッ
ハ
（A

chenbach

）
を
は
じ
め
、
国
民
自
由
党
、
自

由
保
守
党
、
保
守
党
の
約
二
五
〇
人
連
名
で
提
出
さ
れ
た
決
議
案
（
以
下
、
ア
ッ
ヘ

ン
バ
ッ
ハ
決
議
案
）
が
提
出
さ
れ
た（
（1
（

。
そ
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

下
院
は
以
下
を
決
議
す
る
。

　

王
国
政
府
の
権
利
と
義
務
と
い
う
認
識
の
下
、
東
部
諸
州
に
お
け
る
ド
イ

ツ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
利
害
の
保
護
の
た
め
に
以
下
を
強
く
表
明
す
る
。

一
、
国
王
陛
下
の
演
説
に
お
い
て
、
東
部
諸
州
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
系
住
民
と

ド
イ
ツ
文
化
の
存
在
と
張
っ
て
の
保
全
の
た
め
の
積
極
的
な
措
置
が
予
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
満
足
し
て
い
る
こ
と
。

二
、
特
に
学
校
制
度
や
全
般
的
行
政
の
領
域
に
お
い
て
、
こ
の
措
置
の
実
行
の

た
め
に
、
お
よ
び
、
こ
れ
ら
の
諸
州
に
お
け
る
ド
イ
ツ
人
農
場
主
や
農
民
の
定

住
に
必
要
な
費
用
を
保
障
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
こ
と
。

こ
の
決
議
案
は
、
政
府
に
よ
る
「
法
案
そ
の
も
の
が
提
出
さ
れ
る
以
前
に
そ
れ
ら

の
法
案
に
基
本
的
に
同
意
す
る
こ
と
を
予
め
表
明
し
よ
う
と
し
た
」
も
の
で
あ
る（
（1
（

。

ア
ッ
ヘ
ン
バ
ッ
ハ
決
議
案
に
対
し
て
、
ヴ
ィ
ン
ト
ホ
ル
ス
ト
を
中
心
と
し
た
中
央

党
、
シ
ュ
ー
マ
ン
（Szum

an

）
を
中
心
と
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
議
員
団
が
そ
れ
ぞ
れ

一
月
二
六
日
付
で
対
抗
的
な
提
案
を
行
っ
た（
（1
（

。
ま
た
、
総
会
で
の
議
論
が
始
ま
っ

た
後
の
一
月
二
九
日
に
バ
ー
ゼ
ラ
ー
（B

aseler

）
ら
自
由
主
義
左
派
（
進
歩
党
、
自

由
思
想
家
党
）
の
議
員
も
提
案
を
行
っ
た（
（1
（

。

ア
ッ
ヘ
ン
バ
ッ
ハ
決
議
案
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
一
月
二
八
日
の
第
八
回
会
合
か
ら

一
月
三
〇
日
の
第
一
〇
回
会
合
ま
で
三
日
間
続
き（
（1
（

、「
ポ
ー
ラ
ン
ド
討
論
」
と
呼
ば
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れ
た（
（2
（

。
最
終
的
に
、
点
呼
投
票
に
お
い
て
、
ア
ッ
ヘ
ン
バ
ッ
ハ
決
議
案
が
大
多
数

に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た（
（2
（

。

こ
の
議
論
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
国
民
自
由
党
の
エ
ネ
ク
ツ
ェ
ー
ル
ス
（Ludw

ig 

Enneccerus

）
の
演
説
で
あ
る（
（2
（

。
エ
ネ
ク
ツ
ェ
ー
ル
ス
は
、「
私
は
、
ド
イ
ツ
国
民

が
国
民
的
な
問
題
に
お
い
て
さ
え
、
現
在
の
帝
国
議
会
多
数
派
の
側
が
仕
掛
け
て
い

る
継
続
的
な
抵
抗
や
闘
争
を
打
ち
破
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
そ
の
立
場
を
示

す
。
そ
し
て
、
人
口
移
動
の
問
題
を
挙
げ
る
。
東
部
諸
州
か
ら
の
ド
イ
ツ
西
部
へ
の

移
動
（
一
八
七
一
年
か
ら
一
八
八
〇
年
ま
で
一
八
万
二
〇
〇
〇
人
と
し
て
い
る
）、

ア
メ
リ
カ
へ
の
移
民
（
同
時
期
に
一
五
万
一
〇
〇
〇
人
）
が
起
こ
っ
て
お
り
、
そ
の

埋
め
合
わ
せ
に
、
ロ
シ
ア
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
が
プ
ロ
イ
セ
ン
へ

流
入
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
、「
こ
の
事
実
の
た
め
、
わ
れ
わ
れ
は
、
東
部
諸
州
へ

の
ポ
ー
ラ
ン
ド
的
要
素
の
氾
濫
に
対
す
る
堤
防
を
築
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。

そ
の
た
め
の
前
例
と
し
て
、
一
八
三
〇
年
代
の
ポ
ー
ゼ
ン
州
長
官
フ
ロ
ッ
ト
ヴ
ェ

ル
の
一
八
三
三
年
の
措
置
を
挙
げ
て
い
る
。
フ
ロ
ッ
ト
ヴ
ェ
ル
は
、
三
〇
以
上
の
大

土
地
所
有
を
ド
イ
ツ
人
の
手
に
移
し
た
が
、
大
き
な
成
功
を
収
め
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。

他
方
で
、
現
在
流
入
し
て
き
て
い
る
外
国
籍
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
は
、「
あ
ま
り
に
も

安
い
賃
金
」
で
雇
用
さ
れ
る
た
め
、
ド
イ
ツ
人
労
働
者
だ
け
で
な
く
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

人
労
働
者
を
も
圧
迫
す
る
。

そ
こ
で
、
ド
イ
ツ
人
農
民
を
植
民
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に

は
、「
必
要
な
資
金
」「
地
代
の
支
払
い
を
通
じ
た
土
地
の
所
有
」
が
必
要
で
あ
る
。

特
に
、「
次
第
に
達
成
さ
れ
る
、
安
定
し
た
地
代
」
に
対
し
て
土
地
所
有
の
移
転
が

重
要
で
あ
る
と
し
た
。

最
後
に
、
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
「
国
家
の
自
己
防
衛
の
措
置
」
で
あ

り
、
決
議
案
へ
の
支
持
は
、「
ポ
ー
ラ
ン
ド
問
題
へ
の
ビ
ス
マ
ル
ク
公
の
ナ
シ
ョ
ナ

ル
な
政
策
へ
の
明
確
で
目
的
意
識
的
な
信
任
投
票
で
あ
る
」
と
訴
え
た
。

エ
ネ
ク
ツ
ェ
ー
ル
ス
は
、
東
部
諸
州
へ
の
ド
イ
ツ
人
農
民
の
移
民
を
奨
励
し
て
い

る
。
そ
の
手
段
と
し
て
、
安
定
し
た
土
地
所
有
を
保
障
し
、
自
立
し
た
農
民
層
を
作

り
出
す
と
い
う
構
想
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
農
民
に
土
地
所
有
を
可
能
に
す
る

た
め
に
、「
地
代
」
を
長
期
払
い
可
能
に
す
る
こ
と
に
よ
る
土
地
所
有
権
の
農
民
へ

の
移
転
を
提
案
し
て
い
る
。
自
立
し
た
農
民
層
の
形
成
、
土
地
所
有
権
を
資
本
主
義

的
諸
関
係
に
組
み
込
む
と
い
う
点
で
、
こ
の
構
想
は
自
由
主
義
的
と
い
え
る
も
の
で

あ
る
。

三
、
プ
ロ
イ
セ
ン
植
民
法
全
体
を
め
ぐ
る
議
論

三‒

一
　
政
府
法
案

一
八
八
六
年
二
月
九
日
付
で
、
副
首
相
プ
ッ
ト
カ
マ
ー
の
名
で
、
プ
ロ
イ
セ
ン
植

民
法
の
政
府
法
案
が
提
出
さ
れ
た（
（2
（

。
政
府
法
案
は
全
七
条
か
ら
な
る
。（
傍
線
は
割

田
に
よ
る
。）

ヴ
ェ
ス
ト
プ
ロ
イ
セ
ン
州
と
ポ
ー
ゼ
ン
州
へ
の
ド
イ
ツ
人
入
植
の
促
進
に
関
す

る
法
律

第�
一
条　

国
家
政
府
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
化
の
試
み
に
対
し
て
、
ヴ
ェ
ス
ト
プ
ロ

イ
セ
ン
州
と
ポ
ー
ゼ
ン
州
へ
の
ド
イ
ツ
人
農
民
や
労
働
者
の
入
植
に
よ
る

ポ
ー
ラ
ン
ド
化
の
努
力
へ
の
対
抗
の
た
め
に
、
以
下
の
用
途
に
一
億
マ
ル
ク
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の
基
金
を
使
用
で
き
る
。

　
　
　

一
）
土
地
の
購
入

　
　
　

二�
）
中
小
の
規
模
の
新
た
な
農
地
も
し
く
は
農
村
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
以
下

か
ら
生
じ
る
費
用

　
　
　
　
　
ａ
）
最
初
の
設
備

　
　
　
　
　

ｂ�

）
ゲ
マ
イ
ン
デ
・
教
会
・
学
校
関
係
の
最
初
の
取
り
決
め

　
　
　

�　

が
必
要
と
す
る
限
り
、
購
入
さ
れ
た
土
地
（
一
）
も
し
く
は
国
家
に

属
す
別
の
土
地
に
設
置
さ
れ
る
。

　

�　

二
で
必
要
な
費
用
の
支
払
い
の
た
め
に
十
分
な
費
用
が
残
さ
れ
る
範
囲

で
、
土
地
の
購
入
は
行
わ
れ
る
。

第�

二
条　

個
々
の
農
地
（
第
一
条
）
の
移
譲
の
際
に
は
、
国
家
の
適
切
な
補
償

が
予
定
さ
れ
る
。

　
　

移
譲
は
、
定
期
小
作
も
し
く
は
所
有
で
な
さ
れ
る
。

第�

三
条　

国
家
が
補
償
（
第
二
条
）
と
す
る
額
は
、
第
一
条
に
記
さ
れ
た
基
金

に
組
み
込
む
。

第�

四
条　

第
一
条
に
お
け
る
使
用
目
的
の
た
め
の
資
金
の
準
備
の
た
め
に
債
券

が
発
行
さ
れ
る
。

　

�　

い
つ
、
ど
の
官
庁
、
ど
の
よ
う
な
額
、
ど
の
よ
う
な
利
子
、
解
約
の
条

件
、
債
券
の
相
場
で
支
出
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
財
務
大
臣
が
決
定
す

る
。

　

�　

ま
た
、
借
入
の
管
理
と
返
済
お
よ
び
利
子
の
事
項
に
関
し
て
、
一
八
六
九

年
一
二
月
一
九
日
の
法
律
の
規
定
（G

S, S.1197.

）
が
適
用
さ
れ
る
。

第�

五
条　

こ
の
法
の
第
一
条
と
第
二
条
か
ら
生
じ
る
紛
争
と
な
ら
な
い
裁
判
の

記
録
（
土
地
台
帳
裁
判
も
含
む
）
は
、
印
紙
お
よ
び
費
用
は
か
か
ら
な
い
。

第�

六
条　

こ
の
法
の
第
一
条
か
ら
第
四
条
ま
で
の
執
行
に
つ
い
て
、
国
会
に
毎

年
会
計
報
告
が
な
さ
得
る
。

第�

七
条　

こ
の
法
の
執
行
は
、
第
四
条
の
規
定
に
し
た
が
っ
て
財
務
大
臣
に

よ
っ
て
な
さ
れ
な
い
限
り
、
国
家
大
臣
の
も
と
に
あ
る
特
別
な
委
員
会
に
委

託
さ
れ
る
。

　

�　

委
員
会
の
構
成
（
両
院
か
ら
二
人
ず
つ
属
す
）、
所
在
地
、
業
務
範
囲
、

権
限
に
つ
い
て
の
さ
ら
な
る
規
定
は
、
国
王
の
規
定
に
よ
る
。

前
述
し
た
成
立
し
た
植
民
法
と
比
較
し
た
場
合
、
第
一
条
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る

が
、「
ポ
ー
ラ
ン
ド
化
の
努
力
へ
の
対
抗
」
と
明
言
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
図
が
よ

り
明
確
で
あ
っ
た
。
第
三
条
か
ら
第
七
条
は
、
そ
れ
ぞ
れ
植
民
法
の
第
八
条
か
ら
第

一
二
条
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
条
は
こ
の
時
点
で
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、

具
体
的
な
構
想
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

法
案
の
提
案
主
旨
に
は
、「
周
知
の
こ
と
（notorisch

）
で
あ
る
が
、
東
部
の

個
々
の
地
域
に
お
い
て
、
ま
す
ま
す
既
存
の
ド
イ
ツ
的
要
素
が
抑
圧
さ
れ
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
が
拡
大
し
よ
う
と
し
て
い
る
」。
そ
の
た
め
、
ド
イ
ツ
住

民
の
利
害
を
守
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
法
案
の

目
的
は
、
ド
イ
ツ
東
部
諸
州
へ
の
ド
イ
ツ
人
農
民
と
労
働
者
の
植
民
を
通
じ
た
ド
イ

ツ
的
要
素
の
強
化
で
あ
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
手
に
あ
る
大
土
地
所
有
を
獲
得
し
、

ド
イ
ツ
出
自
の
も
の
へ
分
割
・
譲
渡
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
化
に
対
抗
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す
る
と
い
う
思
想
は
新
し
い
も
の
で
は
な
く
、
一
八
三
〇
年
代
に
す
で
に
実
施
さ
れ

た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
は
使
用
で
き
る
資
金
が
あ
ま
り
に
少
な
か
っ
た
た

め
十
分
な
成
果
を
残
す
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
国
家
政
府
が
現
在
の
課
題
を

解
決
し
よ
う
と
す
る
た
め
に
行
う
措
置
は
、
一
、
中
小
規
模
の
農
業
用
地
（
農
場
、

労
働
地
）
の
設
立
の
た
め
に
、
既
存
の
国
有
の
御
料
地
や
森
林
の
適
切
な
利
用
、

二
、
先
に
示
し
た
農
業
用
地
設
立
の
た
め
に
適
し
た
土
地
の
購
入
へ
の
国
家
資
金
の

供
与
、
三
、
新
し
い
農
地
や
ゲ
マ
イ
ン
デ
全
体
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
＝
、
教
会
＝
、
学
校

関
係
の
最
初
の
設
立
や
規
定
の
た
め
の
国
家
資
金
の
供
与
、
と
し
た（
（2
（

。

政
府
法
案
と
そ
の
提
出
理
由
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
が
土
地
購
入
の
資
金
を
支
出

し
、
こ
の
資
金
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
大
土
地
所
有
者
か
ら
土
地
を
買
い
取
り
、
そ
の
土

地
を
ド
イ
ツ
人
農
民
に
分
割
し
て
譲
渡
す
る
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

意
図
は
第
一
条
に
表
れ
て
い
る
が
、
ド
イ
ツ
人
農
民
の
土
地
取
得
の
方
法
に
つ
い
て

示
し
た
第
二
条
は
、
政
府
法
案
で
は
曖
昧
な
ま
ま
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

三‒

二
　
農
林
大
臣
ル
ツ
ィ
ウ
ス
の
説
明

植
民
法
案
全
体
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
二
月
二
二
日
の
第
二
五
回
会
合
か
ら
二
月
二

三
日
の
第
二
六
回
会
合
で
行
わ
れ
た
。

ま
ず
、
法
案
反
対
の
ヴ
ィ
エ
ジ
ビ
ン
ス
キ
（W

ierżbiński

）
の
演
説
が
行
わ
れ
、

次
に
農
林
大
臣
の
ル
ツ
ィ
ウ
ス
が
法
案
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
っ
た
。
こ
こ
で
は
、

ル
ツ
ィ
ウ
ス
の
説
明
を
確
認
す
る（
（2
（

。

ル
ツ
ィ
ウ
ス
は
、
こ
の
法
案
の
性
格
を
「
攻
撃
的
で
は
な
く
、
防
御
的
で
あ
る
」

と
す
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
支
配
の
も
と
に
あ

る
こ
と
を
認
め
ず
、「
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
家
の
独
立
を
目
指
し
て
」
お
り
、
こ
の
法
案

は
そ
の
対
抗
措
置
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。

ル
ツ
ィ
ウ
ス
は
、
論
点
と
し
て
第
一
に
、
大
土
地
所
有
の
分
割
の
重
要
性
を
挙
げ

る
。「
こ
の
法
案
は
、
東
部
に
お
け
る
ド
イ
ツ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
要
素
を
ま
ず
強
化

す
る
た
め
に
、
土
地
購
入
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
」。
土
地
購
入
は
、
大

所
有
形
成
や
国
王
の
所
領
の
拡
大
の
た
め
で
は
な
く
、「
生
活
能
力
の
あ
る
農
民
層

と
そ
の
地
で
定
住
す
る
労
働
住
民
を
確
立
す
る
た
め
」
で
あ
り
、
土
地
の
分
割
が
意

図
さ
れ
て
い
る
。
大
土
地
所
有
の
分
割
は
従
来
は
「
全
体
と
し
て
健
全
」
で
あ
る
が
、

「
ラ
テ
ィ
フ
ン
デ
ィ
ア
は
限
定
的
に
の
み
存
在
」
し
て
い
る
。
一
八
八
三
年
の
数
字

で
、
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
大
土
地
所
有
は
、
ポ
ン
メ
ル
ン
五
七
・
四
％
、

ポ
ー
ゼ
ン
五
五
・
三
％
、
ヴ
ェ
ス
ト
プ
ロ
イ
セ
ン
四
七
・
一
％
、
オ
ス
ト
プ
ロ
イ
セ

ン
二
七
・
〇
％
、
シ
ュ
レ
ジ
エ
ン
三
四
・
五
％
、
ザ
ク
セ
ン
州
二
七
・
〇
％
、
シ
ュ

レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
一
六
％
、
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
、
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
、
ヘ
ッ
セ
ン
＝

ナ
ッ
サ
ウ
、
ラ
イ
ン
、
ホ
ー
エ
ン
ツ
ォ
レ
ル
ン
の
各
州
・
地
域
で
は
二
～
六
％
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
ポ
ー
ゼ
ン
、
ヴ
ェ
ス
ト
プ
ロ
イ
セ
ン
の
大
土
地
所
有
を
問
題
視
す

る
。そ

こ
で
、
第
二
の
論
点
と
し
て
、
ヴ
ェ
ス
ト
プ
ロ
イ
セ
ン
州
と
ポ
ー
ゼ
ン
州
へ
の

入
植
が
必
要
性
を
挙
げ
る
。
た
だ
し
、「
毎
年
海
を
越
え
る
数
十
万
人
の
移
民
」
が

プ
ロ
イ
セ
ン
東
部
に
来
る
た
め
に
は
、
土
地
の
所
有
の
可
能
性
を
広
げ
る
必
要
が
あ

る
。
そ
こ
で
、「
ま
ず
、
年
賦
（A

nnuitäten

）、
ま
た
は
、
地
代
（R

ente

）
に
対
す

る
譲
渡
、
つ
ま
り
、
次
第
に
所
有
が
獲
得
さ
れ
る
方
式
」
が
重
要
で
あ
る
と
す
る
。

国
家
政
府
が
意
図
し
て
い
る
土
地
購
入
は
、「
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
大
土
地
所
有
」
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で
あ
り
、「
純
粋
に
ド
イ
ツ
も
し
く
は
圧
倒
的
に
ド
イ
ツ
的
な
郡
で
は
な
く
、
混
住

し
て
い
る
郡
、
圧
倒
的
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
と
大
土
地
所
有
が
支
配
し
て
い
る
地
域
」

の
土
地
を
想
定
し
て
い
る
と
し
た
。

第
三
に
、
国
家
予
算
か
ら
支
出
す
る
一
億
マ
ル
ク
と
い
う
金
額
に
つ
い
て
で
あ

る
。
ル
ツ
ィ
ウ
ス
は
、「
土
地
の
価
値
は
、
か
な
り
固
定
的
で
あ
り
、
正
確

に
予
測
で
き
る
」
と
し
、
一
億
マ
ル
ク
と
い
う
額
で
、
九
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
土
地
を
獲
得
で
き
、
数
年
間
で
こ
の
課
題
を
達
成
で
き
る
と
し
た
。

第
四
に
、
将
来
的
な
運
用
は
は
る
か
に
困
難
で
あ
る
た
め
、
国
家
政
府
に

よ
る
組
織
に
よ
っ
て
保
管
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
組
織
は
、
第
七
条

で
規
定
さ
れ
た
委
員
会
で
あ
る
、
と
し
た
。

「
こ
の
課
題
は
、
数
年
で
解
決
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
一
世
代
を
超
え

る
困
難
な
事
業
で
あ
る
。
国
家
政
府
が
大
幅
な
活
動
の
余
地
を
こ
の
課
題
の

実
行
の
た
め
に
得
て
、
国
会
だ
け
で
な
く
、
知
的
な
愛
国
主
義
的
諸
力
全
体

が
国
（Land

）
で
見
出
す
こ
と
が
で
き
て
初
め
て
、
国
民
的
お
よ
び
農
政

（
農
業
政
策
）
的
利
害
に
お
い
て
適
切
に
解
決
さ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
法
案
の

重
要
性
を
訴
え
、
説
明
を
終
え
た
。

三‒

三
　
議
論
の
展
開

第
一
読
会
は
、
政
府
法
案
に
対
し
て
、
全
般
的
な
意
見
を
述
べ
る
場
で

あ
っ
た
。
演
説
者
リ
ス
ト
に
は
、
法
案
反
対
二
〇
人
、
法
案
賛
成
一
九
人
の

合
計
三
九
人
が
登
録
さ
れ
た（
（2
（

。
党
派
別
の
内
訳
で
見
れ
ば
、
法
案
反
対
に

は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
議
員
団
八
人
、
中
央
党
六
人
、
自
由
思
想
家
党
三
人
、
保

守
党
二
人
、
デ
ン
マ
ー
ク
党
一
人
、
法
案
支
持
は
、
国
民
自
由
党
八
人
、
保
守
党
六

人
人
、
自
由
保
守
党
五
人
で
あ
っ
た
。
討
論
は
、
演
説
者
リ
ス
ト
の
演
説
者
全
て
が

終
わ
る
前
に
、
討
論
終
了
の
動
議
が
承
認
さ
れ
た
た
め（

（2
（

、
演
説
を
行
っ
た
の
は
一

四
人
で
あ
っ
た
（
表
1
）。

表1　第一読会の演説者・発言者

演説・発言者名 法案への
態度

政党・
党派　

1日目（1886年2月22日）
1 ヴィエジビンスキ（Wladislaus von Wierzbiński） 反対 P
農林相ルツィウス 支持

2 ベンダ（Robert v. Benda） 支持 NL
3 フエネ（Karl Freiherr v. Huene） 反対 Z
4 ホルツ（Wilhelm v. Holtz） 支持 K
5 オストロヴィッチ（Leonhard Jan Ostrowicz） 反対 P
6 トレスコウ（Otto Heinrich Karl v. Treskow） 支持 K

7 ショルレマー＝アルスト男爵（Burghard Franz Ludiwig 
Johamm Maria Dr. Freiherr v. Schorlemer=Alst） 反対 Z

農林相ルツィウス
2日目（1886年2月23日）
8 ヴェーア（Hugo Conrad Ludwig Wehr(Deutsch=Crone)） 支持 FK
9 スタブレフスキ（Florian v. Stablewski） 反対 P
10 ラウフハウプト（Wilhelm Anton Justin v. Rauchhaupt） 支持 K
11 ヴィントホルスト（Ludwig Windthorst） 反対 Z
12 ケンネマン（Hermann Kennemann） 支持 FK
13 ヘーネル（Albert Hänel） 反対 DFsP
農林相ルツィウス

14 ホープレヒト（Arthur Hobrecht） 支持 NL
＊番号は演説順。ルツィウスは政府の立場から説明的な発言
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演
説
は
、
法
案
反
対
・
法
案
賛
成
の
演
説
を
交
互
に
行
う
形
式
で
あ
る
。
以
下
で

は
、
法
案
反
対
、
法
案
賛
成
の
演
説
の
内
容
を
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
て
い
く
。

そ
れ
ぞ
れ
の
演
説
は
、
様
々
な
文
書
資
料
や
数
字
を
自
身
の
論
拠
と
し
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
興
味
深
い
事
例
を
提
供
し
て
い
る
が
、
法
案
反
対
の
演
説
の
主
要
な
論
点

は
、
①
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
へ
の
抑
圧
へ
の
反
対
、
②
権
利
国
家
・
公
正
さ
・
人
間
性
の

擁
護
、
政
策
・
資
金
の
妥
当
性
、
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、
法
案
反
対
の
こ

の
三
つ
の
論
点
か
ら
演
説
を
見
て
い
く
。

①
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
へ
の
抑
圧

ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
こ
の
法
案
が
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
に
対
す
る
抑
圧
」
で
あ

る
と
と
ら
え
る
こ
と
で
、
法
案
に
反
対
す
る
立
場
で
あ
る
。
こ
の
立
場
は
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
議
員
団
に
属
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
立
場
で
あ
り
、「
抑
圧
さ
れ
る
側
」
と
し

て
の
認
識
を
論
拠
と
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。

ヴ
ィ
エ
ジ
ビ
ン
ス
キ
は
、
こ
の
法
案
は
、
想
定
さ
れ
る
違
反
に
対
し
て
「
死
刑
」

を
宣
告
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
存
在
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人

で
あ
る
こ
と
自
体
が
「
罪
」
と
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。「
経
済
的
状
況
の

法
案
で
は
、
経
済
的
な
福
利
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
い
。
し
か
し
、
こ
の
法
案

は
何
に
従
っ
て
い
る
か
。
こ
の
法
案
の
主
要
動
機
は
、
他
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
、
他

の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
の
一
つ
に
属
す
る
国
家
臣
民
に
対
す
る
激
し
い
憎
悪
で
あ
る
」（
（2
（

。

ま
た
、
オ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ
チ
は
、
政
府
に
と
っ
て
「
わ
れ
わ
れ
の
唯
一
の
罪
（Ver-

brechen

）」、「
主
要
な
罪
」
は
、
わ
れ
わ
れ
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
で
あ
り
、
カ
ト
リ
ッ

ク
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
」。「
諸
君
は
、
わ
れ
わ
れ
の
祖
国
を
奪
っ
た
。
諸
君
は
、
わ

れ
わ
れ
の
自
由
を
奪
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
わ
れ
わ
れ
の
名
も
根
絶
や
し
に
し
た
。

諸
君
は
わ
れ
わ
れ
を
乞
食
に
し
、
わ
れ
わ
れ
の
名
を
で
き
る
だ
け
早
く
消
滅
さ
せ
た

い
の
だ
」（

（2
（

、
と
政
府
の
悪
意
を
強
調
し
た
。
ス
タ
ブ
レ
フ
ス
キ
は
、
こ
の
法
は
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
系
住
民
の
「
心
全
体
を
憤
激
で
満
た
す
」
こ
と
に
な
り
、「
ナ
シ
ョ
ナ

リ
テ
ィ
の
権
利
を
全
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
完
全
な
意
識
や
感
情
」
に
す
る
と
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
結
集
の
可
能
性
を
示
し
て
い
る（
（3
（

。

②
権
利
国
家
、
公
正
さ
、
人
間
性
の
擁
護

こ
の
立
場
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
に
対
す
る
抑
圧
に
反
対
す
る
ド
イ
ツ
人
議
員
の
立

場
で
あ
り
、
中
央
党
議
員
の
演
説
に
多
く
見
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
抑
圧

反
対
へ
の
主
張
と
繋
が
る
も
の
で
あ
る
。

フ
エ
ネ
は
、「
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
立
場
で
は
な
く
、
権
利
・
公
正
さ
の
観
点
、
そ

し
て
そ
れ
に
伴
う
祖
国
プ
ロ
イ
セ
ン
の
実
際
の
利
益
の
観
点
か
ら
」
法
案
に
反
対
し

た（
（3
（

。
同
様
に
、
シ
ョ
ル
レ
マ
ー
＝
ア
ル
ス
ト
は
、「
権
利
は
ラ
イ
ヒ
の
基
礎
で
あ

る
、
と
い
う
立
場
か
ら
」
法
案
に
反
対
し
、
権
利
の
侵
害
に
反
対
し
た
。
さ
ら
に
歴

史
を
振
り
返
り
、
一
八
四
八
年
革
命
時
の
ポ
ー
ゼ
ン
州
に
関
し
て
は
、「
ポ
ー
ラ
ン

ド
人
よ
り
も
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
の
責
任
が
大
き
い
」
と
し
、「
何
も
罪
を
犯
し
て
い

な
い
ラ
ン
ト
の
子
ら
」
は
「
明
確
に
国
制
的
に
保
証
さ
れ
て
い
る
そ
の
言
語
と
宗
教

を
あ
ら
ゆ
る
法
的
手
段
で
守
ろ
う
と
し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
彼
ら
に
対
す
る
措
置

は
あ
ま
り
に
も
厳
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、「
諸
君
は
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
主
義
を
抑
圧
す
る
よ
り
も
、
称
揚

す
べ
き
」
な
の
で
あ
り
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
分
裂
を
も
た
ら
し
う
る
「
こ
の
法
の
全
般

的
状
況
を
考
慮
し
て
、
わ
が
祖
国
、
わ
が
君
主
の
大
き
な
危
機
を
こ
の
法
案
に
見
出

す
の
で
あ
る
」
と
プ
ロ
イ
セ
ン
の
「
分
裂
」
を
危
惧
す
る
と
し
た（
（3
（

。
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③
政
策
・
資
金
の
妥
当
性

こ
の
立
場
は
、
政
府
が
一
億
マ
ル
ク
の
資
金
を
土
地
購
入
に
支
出
す
る
こ
と
、
政

策
そ
の
も
の
に
問
題
が
あ
る
と
す
る
。

ヴ
ィ
ン
ト
ホ
ル
ス
ト
は
「
わ
れ
わ
れ
は
、
同
じ
資
格
と
同
じ
義
務
を
持
っ
た
ド
イ

ツ
人
と
し
て
、
プ
ロ
イ
セ
ン
国
家
に
属
す
る
も
の
と
し
て
議
席
に
い
る
」
と
プ
ロ
イ

セ
ン
国
民
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
そ
し
て
、
政
府
が
こ
の
法
案
で
支
出
を
示
し

て
い
る
一
億
マ
ル
ク
は
、
権
利
を
侵
害
す
る
も
の
と
し
て
、「
腐
敗
基
金
（K

orrupti-

onsfond

）」
で
あ
る
と
批
判
し
た
。
さ
ら
に
、
政
府
に
と
っ
て
、
二
州
へ
の
植
民
で

は
な
く
、
む
し
ろ
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
化
」
が
重
要
な
の
だ
、
と
指
摘
し
た
。
そ
し

て
、
こ
の
目
的
の
た
め
に
資
金
を
支
出
す
る
な
ら
ば
、
必
要
な
限
り
毎
年
繰
り
返
す

こ
と
と
な
り
、
こ
の
資
金
を
使
う
の
が
官
僚
で
あ
る
、
と
資
金
の
増
加
と
そ
の
使
用

法
に
つ
い
て
疑
義
を
呈
し
た
。「
国
家
内
に
国
家
を
、
通
常
の
政
府
の
中
に
政
府
を

作
る
分
離
基
金
」
は
、「
憲
法
的
に
許
容
で
き
ず
、
非
合
理
的
で
あ
り
、
非
難
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
」
と
訴
え
た（
（3
（

。

ヘ
ー
ネ
ル
は
、
こ
の
法
案
を
「
非
常
に
政
治
的
に
尖
鋭
に
過
ぎ
、
内
戦
ま
で
引
き

起
こ
す
よ
う
な
法
案
」
と
し
、「
一
億
を
承
認
し
た
と
し
て
も
、
一
〇
年
も
続
か
な

い
」
政
策
で
あ
り
、
対
立
を
緩
和
す
る
の
で
は
な
く
激
化
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、

「
ド
イ
ツ
人
に
最
終
的
な
勝
利
で
は
な
く
、
敗
北
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ

た
。（
（3
（

次
に
、
法
案
支
持
派
の
論
点
を
見
て
い
く
。
法
案
支
持
派
の
論
点
は
、
①
ド
イ
ツ

性
強
化
の
必
要
性
、
②
地
代
農
地
、
③
資
金
、
④
植
民
委
員
会
の
四
つ
で
あ
る
。

①
ド
イ
ツ
性
の
強
化
の
必
要
性

プ
ロ
イ
セ
ン
東
部
に
お
け
る
ド
イ
ツ
性
の
強
化
は
、
法
案
賛
成
の
演
説
者
全
体
に

共
通
で
あ
っ
た
が
、
ま
ず
ケ
ン
ネ
マ
ン
を
と
り
あ
げ
る
。
ケ
ン
ネ
マ
ン
は
、
ド
イ
ツ

人
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
関
係
に
つ
い
て
、
か
つ
て
は
許
容
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た

が
、
一
八
三
〇
年
代
に
「
司
教
が
混
合
婚
の
た
め
の
闘
争
を
始
め
た
と
き
に
、
こ
の

平
和
的
な
併
存
生
活
終
わ
っ
た
」
と
し
、
一
八
四
六
年
、
一
八
四
八
年
の
蜂
起
な
ど

を
と
り
あ
げ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
が
結
び
付
き
、
ド
イ
ツ
人
と
対

立
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た（
（3
（

。

ホ
ー
プ
レ
ヒ
ト
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
の
間
の
ス
イ
ス
、
ジ
ー
ベ
ン
ビ
ュ
ル
ゲ

ン
の
ザ
ク
セ
ン
人
な
ど
を
、
公
共
生
活
の
す
べ
て
の
分
野
で
そ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ

が
自
由
に
発
展
し
て
い
る
事
例
と
し
て
挙
げ
る
。
こ
の
理
由
は
、「
彼
ら
は
国
家
全

体
か
ら
彼
ら
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
を
分
離
す
る
と
い
う
意
思
を
持
っ
て
い
な
い
た
め
で
あ

る
」。
他
方
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
は
、
独
立
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
家
を

目
指
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
ド
イ
ツ
語
や
ド
イ
ツ
文
化
が
東
部
諸
州
で
拡
大
し
て

い
る
と
い
う
の
は
真
実
で
は
な
い
」
の
で
あ
り
、
三
〇
年
以
上
進
展
が
な
い
だ
け
で

な
く
、
言
語
境
界
が
西
側
へ
押
し
込
ま
れ
て
い
る
、
と
主
張
し
た（
（3
（

。

ま
た
、
ト
レ
ス
コ
ウ
は
、「
私
は
ポ
ー
ゼ
ン
州
の
状
況
、
土
地
、
人
々
、
諸
関
係

を
正
確
に
知
っ
て
い
る
」
と
い
う
立
場
か
ら
、「
ポ
ー
ゼ
ン
州
に
お
い
て
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
的
要
素
は
、
ド
イ
ツ
的
要
素
を
押
し
の
け
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
は
ド
イ
ツ
人
の
た
め
の
司
牧
が
欠
け
て
い
る
」

と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
を
批
判
し
た（
（3
（

。

②
地
代
農
地
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ホ
ル
ツ
は
、
こ
の
法
案
の
主
要
課
題
は
、「
土
地
問
題
の
領
域
で
社
会
問
題
の
解

決
を
図
る
」
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
ド
イ
ツ
人
農
民
は
小
作
で
は
な
く
、「
小
さ
な

土
地
で
も
所
有
す
る
こ
と
を
望
む
」。
し
か
し
、
土
地
を
購
入
で
き
る
資
金
を
持
っ

た
ド
イ
ツ
人
農
民
は
、「
故
郷
に
と
ど
ま
る
か
、
海
を
越
え
て
い
く
の
で
あ
り
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
は
こ
な
い
」。
そ
の
た
め
、
永
小
作
と
は
別
の
、
土
地
の
移
譲
に
新

し
い
形
態
を
こ
の
法
案
に
加
え
る
必
要
が
あ
る
と
し
た（
（3
（

。

ベ
ン
ダ
も
植
民
者
の
経
済
的
な
安
全
を
保
障
す
る
た
め
に
、「
地
代
農
地
」
の
問

題
が
重
要
と
し
た（
（3
（

。

③
資
金
に
つ
い
て

ヴ
ェ
ー
ア
は
、
こ
の
法
案
は
国
民
的
な
「
緊
急
事
態
問
題
」
で
あ
る
と
し
た
。
そ

し
て
、
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
の
土
地
価
格
を
五
六
〇
マ
ル
ク
と
し
て
い
る
の
は
正

し
く
な
く
、
一
二
〇
〇
マ
ル
ク
と
見
積
も
る
べ
き
で
あ
り
、
一
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
で

は
一
億
二
五
〇
〇
万
マ
ル
ク
と
な
る
た
め
、
資
金
の
少
な
さ
を
指
摘
し
た（
（4
（

。

④
植
民
委
員
会

ラ
ウ
フ
ハ
ウ
プ
ト
も
、
こ
の
法
案
は
、
国
家
の
極
め
て
重
要
な
経
済
的
・
政
治
的

利
害
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
と
ら
え
る
。
ド
イ
ツ
人
を
入
植
さ
せ
、
ド
イ
ツ
人
農

村
を
作
る
と
い
う
政
策
は
正
し
い
と
、
①
の
論
点
に
完
全
に
賛
同
し
て
い
る
。
そ
の

実
施
を
担
う
第
七
条
の
委
員
会
（
植
民
委
員
会
）
に
つ
い
て
は
、「
他
の
国
家
官
庁

と
の
相
互
の
権
限
に
問
題
が
あ
る
」
が
、
執
行
権
を
与
え
る
こ
と
で
、「
言
葉
の
真

の
意
味
に
お
い
て
執
行
委
員
会
と
な
る
だ
ろ
う
」
と
し
た（
（4
（

。

演
説
終
了
後
、
二
一
人
か
ら
な
る
委
員
会
へ
法
案
が
委
託
さ
れ
る
こ
と
が
承
認
さ

れ
た（

（4
（

。
保
守
党
、
自
由
保
守
党
、
国
民
自
由
党
の
支
持
が
当
初
か
ら
予
期
さ
れ
て

い
た
た
め
、
こ
の
結
果
は
当
然
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
法
案
の
採
否
を

め
ぐ
る
全
体
的
な
議
論
は
実
質
的
に
集
結
し
、
法
案
支
持
の
主
張
が
通
っ
た
こ
と
を

意
味
し
て
お
り
、
こ
の
時
点
で
法
案
成
立
の
方
向
性
が
定
ま
っ
た
と
い
え
る
。
た
だ

し
、
こ
の
時
点
で
は
、
ド
イ
ツ
人
入
植
者
に
対
す
る
土
地
の
取
得
方
法
が
法
的
に
は

具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。

四　
植
民
法
の
制
定

四‒

一
　
第
一
二
委
員
会
報
告
書

第
一
二
委
員
会
の
報
告
書
は
、
三
月
二
五
日
付
で
提
出
さ
れ
た（
（4
（

。

構
成
員
は
二
一
人
で
、
党
派
別
内
訳
は
、
国
民
自
由
党
四
人
、
保
守
党
六
人
、
自

由
保
守
党
三
人
、
中
央
党
六
人
、
自
由
思
想
家
党
二
人
で
あ
っ
た（
（4
（

。

委
員
会
報
告
は
ま
ず
、
一
月
一
四
日
以
降
の
経
緯
を
振
り
返
っ
た
後
に
、
審
議
の

概
要
を
記
し
て
い
る
。

審
議
の
冒
頭
、
委
員
会
に
、（
一
）
ド
イ
ツ
的
要
素
の
抑
圧
の
も
と
で
ポ
ー
ラ
ン

ド
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
が
拡
大
し
て
い
る
、
と
い
う
主
張
の
根
拠
と
な
る
資
料
を
提

示
す
る
こ
と
、（
二
）
一
八
三
〇
年
代
以
来
な
さ
れ
て
い
る
農
業
政
策
的
措
置
に
よ

る
ゲ
ル
マ
ン
化
の
方
法
・
範
囲
・
成
果
に
つ
い
て
の
報
告
す
る
こ
と
の
二
点
が
要
求

さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
要
求
は
、
す
で
に
政
府
が
第
一
読
会
の
際
に
見
解
を
述
べ

て
い
る
と
し
て
拒
否
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
反
対
派
は
、
こ
の
法
案
は
、
第
一
条
に
関
す
る
全
体
的
な
議
論
で
も
示

さ
れ
た
よ
う
に
、「
人
間
性
と
公
平
性
」
に
反
し
て
、
一
部
の
プ
ロ
イ
セ
ン
国
家
市
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民
に
対
す
る
「
闘
争
法
・
例
外
法
」
で
あ
り
、
一
八
五
〇
年
一
月
三
一
の
憲
法
に
定

め
ら
れ
た
法
の
下
の
平
等
に
反
し
て
い
る
、
と
い
う
意
見
を
示
し
た
。

ま
た
、
反
対
派
は
こ
の
法
案
に
対
し
て
、
立
憲
国
家
で
は
「
全
く
受
け
入
れ
難

い
」
も
の
で
あ
り
、「
も
は
や
絶
対
的
で
は
な
い
国
家
支
配
に
対
し
て
、
政
府
に
委

ね
ら
れ
た
執
行
権
を
完
全
に
逸
脱
し
な
け
れ
ば
実
行
で
き
な
い
」
た
め
、「
ど
の
よ

う
な
修
正
動
議
も
実
質
的
な
改
善
は
見
込
め
ず
、
法
を
受
け
入
れ
る
か
、
拒
否
す
る

か
の
ど
ち
ら
か
し
か
な
い
」
と
断
じ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
法
案
支
持
派
は
、
こ
の
法
案
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
農
民
に
対
し
て

の
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
大
土
地
所
有
に
対
し
て
の
も
の
で

あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
地
所
の
譲
渡
は
適
切
な
補
償
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
、

権
利
を
持
つ
個
々
人
と
契
約
を
結
ぶ
個
々
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
都
合
に
従
っ
て
自
由
に

選
択
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
の
プ
ロ
イ
セ
ン
人

を
土
地
の
取
得
か
ら
排
除
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
明
確
な
規
定
は
な
い
た
め
、
憲
法

上
の
障
害
は
存
在
し
な
い
、
と
主
張
し
た
。
こ
の
法
は
、
ポ
ー
ゼ
ン
州
と
ヴ
ェ
ス
ト

プ
ロ
イ
セ
ン
州
の
み
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
他
の
州
に
植
民
さ
れ
る
場
合
は
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
系
プ
ロ
イ
セ
ン
人
に
も
競
争
は
開
か
れ
て
い
る
、
と
し
た
。

さ
ら
に
、
一
八
〇
七
年
に
喪
失
し
た
か
つ
て
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
諸
州
は
、
一
八
一
五

年
に
、
同
君
連
合
で
は
な
く
、「
よ
り
物
上
的
に
（realier

）
に
」
併
合
さ
れ
た
。

ポ
ー
ゼ
ン
州
の
制
度
や
行
政
に
関
す
る
一
八
一
五
年
の
「
領
有
宣
言
」
に
お
け
る
約

束
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
国
家
の
立
憲
的
変
更
お
よ
び
ド
イ
ツ
帝
国
の
設
立
の
結
果
、
実

質
的
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
プ
ロ
イ
セ
ン
人
の
特
別
な
権
利

は
、
彼
ら
の
臣
民
の
義
務
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
は
、
国
王
フ

リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
四
世
の
治
世
以
来
維
持
さ
れ
て
き
た（
（4
（

、
と
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
委
員
会
会
合
で
の
議
論
の
展
開
が
示
さ
れ
た
の
ち
、
委
員
会
案
が

示
さ
れ
た
。
委
員
会
案
の
第
一
条
と
第
二
条
を
以
下
に
示
す
。
傍
線
部
は
大
き
な
変

更
が
あ
っ
た
箇
所
で
あ
る
。

委
員
会
案

第�

一
条　

国
家
政
府
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
化
の
試
み
に
対
し
て
、
ヴ
ェ
ス
ト
プ
ロ

イ
セ
ン
州
と
ポ
ー
ゼ
ン
州
へ
の
ド
イ
ツ
人
農
民
や
労
働
者
の
入
植
に
よ
る
ド

イ
ツ
的
要
素
の
強
化
の
た
め
に
、
以
下
の
用
途
に
一
億
マ
ル
ク
の
基
金
を
使

用
で
き
る
。

　
　

一
）
土
地
の
購
入

　
　

二�

）
中
小
の
規
模
の
新
た
な
農
地
も
し
く
は
農
村
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
以
下
か

ら
生
じ
る
費
用

　
　
　
　
ａ
）
最
初
の
設
備

　
　
　
　

ｂ
）
ゲ
マ
イ
ン
デ
・
教
会
・
学
校
関
係
の
最
初
の
取
り
決
め

　
　
　

�

が
必
要
と
す
る
限
り
、
購
入
さ
れ
た
土
地
（
一
）
も
し
く
は
国
家
に
属

す
別
の
土
地
に
設
置
さ
れ
る
。

　

�　

二
で
必
要
な
費
用
の
支
払
い
の
た
め
に
十
分
な
費
用
が
残
さ
れ
る
範
囲

で
、
土
地
の
購
入
は
行
わ
れ
る
。

第�
二
条　

個
々
の
農
地
（
第
一
条
）
の
移
譲
の
際
に
は
、
国
家
の
適
切
な
補
償

が
予
定
さ
れ
る
。

　

�

移
譲
は
、
資
本
や
地
代
に
対
し
て
は
所
有
と
な
り
、
も
し
く
は
、
定
期
小
作

で
行
わ
れ
る
。
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二�

ａ　

農
地
の
移
譲
（
第
二
条
）
が
定
額
の
金
地
代
（
地
代
農
場R

entengut

）

の
買
い
取
り
に
対
し
て
な
さ
れ
た
場
合
、
後
者
の
償
却
は
双
方
の
合
意
に
よ

る
。

　

�　

償
却
額
と
解
約
予
告
期
間
は
、
契
約
に
よ
る
。
し
か
し
、
償
却
が
地
代
権

利
者
の
提
案
で
な
さ
れ
た
場
合
、
地
代
権
利
者
は
、
地
代
の
二
五
倍
以
上
の

償
却
金
を
要
求
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

�　

土
地
台
帳
へ
の
地
代
の
記
載
に
は
、
償
却
可
能
性
の
除
外
に
つ
い
て
の
取

り
決
め
、
お
よ
び
、
償
却
額
と
解
約
予
告
期
間
の
確
定
に
つ
い
て
土
地
台
帳

に
記
載
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
な
さ
れ
な
い
場
合
、
第
三
者

が
、
土
地
に
か
か
る
地
代
に
対
し
て
、
義
務
を
負
う
も
の
に
よ
っ
て
六
か
月

の
解
約
通
告
の
の
ち
二
〇
倍
の
額
で
償
却
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

二�

ｂ　

作
物
で
の
定
額
の
譲
渡
は
定
額
の
地
代
と
同
様
な
も
の
と
み
な
す
。
そ

れ
は
一
八
五
〇
年
三
月
二
日
の
償
却
法
の
第
二
〇
条
か
ら
第
二
五
条
の
適
用

の
下
、
年
間
で
産
出
さ
れ
た
市
場
価
格
に
よ
り
換
算
さ
れ
る
。

二�

ｃ　

地
代
に
対
す
る
地
代
農
地
の
所
有
者
へ
の
農
地
の
売
却
の
際
、
契
約
に

基
づ
い
て
、
土
地
の
分
割
や
そ
の
一
部
の
譲
渡
の
許
可
が
地
代
権
利
者
の
同

意
を
必
要
と
す
る
事
例
に
お
い
て
、
分
割
や
譲
渡
が
共
同
体
の
利
益
に
望
ま

し
い
場
合
、
同
意
が
拒
否
さ
れ
た
時
に
は
、
紛
争
処
理
当
局
の
司
法
的
な
決

定
に
よ
り
補
足
さ
れ
る
。

二�

ｄ　

地
代
農
場
の
取
得
者
が
既
存
の
も
し
く
は
そ
こ
に
作
ら
れ
る
建
築
部
の

建
築
状
況
の
維
持
、
そ
の
地
の
一
定
の
農
業
的
動
産
の
保
持
、
も
し
く
は
、

他
の
手
段
に
よ
っ
て
、
移
譲
さ
れ
た
農
地
の
経
済
的
自
立
性
を
継
続
的
に
確

保
す
る
と
い
う
義
務
を
契
約
で
負
う
場
合
、
義
務
を
負
う
も
の
は
、
紛
争
処

理
当
局
の
司
法
的
な
決
定
に
よ
り
、
主
た
る
共
同
体
的
利
害
が
農
地
の
経
済

的
自
立
性
の
維
持
に
反
し
て
い
る
場
合
、
義
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
。

二�

ｅ　

二
ｃ
第
五
条
に
お
け
る
地
代
権
利
者
の
同
意
が
補
足
さ
れ
る
場
合
、
も

し
く
は
、
二
ｄ
に
お
け
る
義
務
の
解
放
が
約
束
さ
れ
た
場
合
、
地
代
権
利
者

は
、
契
約
で
特
別
な
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
な
い
場
合
、
二
五
倍
の
額
の
全

地
代
の
償
却
を
要
求
で
き
る
。

委
員
会
案
は
、
第
二
条
に
大
幅
な
追
加
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
ド
イ
ツ
人

植
民
者
に
土
地
を
取
得
さ
せ
る
方
法
、
つ
ま
り
「
地
代
農
地
」
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
第
二
読
会
で
は
、
こ
の
法
案
の
原
理
を
示
し
た
第
一
条
だ
け
で
な
く
、

第
二
条
が
大
き
な
争
点
と
な
る
こ
と
と
な
る
。

四‒

二
　
第
二
読
会
に
お
け
る
第
一
条
を
め
ぐ
る
議
論

第
二
回
読
会
は
、
四
月
一
日
と
二
日
に
行
わ
れ
た
。
第
二
読
会
で
は
、
法
案
の
全

体
的
な
妥
当
性
に
関
し
て
で
は
な
く
、
個
別
の
条
文
に
つ
い
て
の
検
討
が
行
わ
れ

た
。四

月
一
日
は
第
一
条
の
検
討
か
ら
始
ま
っ
た
。
第
一
条
に
関
す
る
演
説
者
リ
ス
ト

に
は
反
対
二
二
人
、
賛
成
一
一
人
が
登
録
さ
れ
た（
（4
（

。
党
派
別
内
訳
は
、
反
対
は
、

中
央
党
一
一
人
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
議
員
団
三
人
、
自
由
思
想
家
党
五
人
、
保
守
党
二

人
、
ヴ
ェ
ル
フ
党
一
人
で
あ
り
、
賛
成
は
、
保
守
党
四
人
、
自
由
保
守
党
五
人
、
国

民
自
由
党
二
人
で
あ
っ
た
。
実
際
に
演
説
を
行
っ
た
の
は
、
反
対
は
フ
エ
ネ
（
Z
）、
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デ
ィ
リ
ク
レ
（D

FsP

）、
カ
ン
タ
ク
（
P
）
の
三
人
、
賛
成
は
ラ
ウ
フ
ハ
ウ
プ
ト

（
K
）、
ヴ
ェ
ー
ア
（
FK
）、
ザ
ッ
ト
ラ
ー （
NL
）
の
三
人
の
計
六
人
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、
反
対
派
の
演
説
を
確
認
す
る
。

議
論
の
最
初
に
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た
中
央
党
の
フ
エ
ネ
が
反
対
の
演

説
を
行
っ
た
。
フ
エ
ネ
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
的
要
素
の
拡
大
に
つ
い
て
の
資
料
を
提
示

す
る
こ
と
を
委
員
会
で
要
求
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し（
（4
（

、「
ポ
ー
ラ
ン
ド
的
要
素
の

拡
大
」
と
い
う
論
拠
が
「
法
律
全
体
の
前
提
条
件
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
特
に

「
成
功
」
し
て
い
な
い
な
ら
ば
、
こ
の
法
律
は
「
過
剰
」
で
あ
る
と
し
、「
ナ
シ
ョ
ナ

ル
な
フ
ァ
ナ
テ
ィ
ズ
ム
が
こ
の
決
定
の
基
礎
と
な
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
訴
え
た
。

ま
た
、
第
一
条
に
つ
い
て
は
、「
地
代
農
地
」
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
が
、
第
一
条

は
不
可
解
で
あ
る
と
批
判
し
、
さ
ら
に
、
一
億
マ
ル
ク
の
資
金
で
購
入
で
き
る
土
地

に
に
つ
い
て
、
挙
が
っ
て
い
る
九
一
万
四
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の

所
有
地
な
の
か
、
一
億
マ
ル
ク
で
十
分
な
の
か
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
な
い
と
批

判
し
た（
（4
（

。

自
由
思
想
家
党
の
デ
ィ
リ
ク
レ
（D
irichlet

）
も
一
億
マ
ル
ク
の
妥
当
性
に
つ
い

て
疑
義
を
呈
し
た
。
ま
た
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
と
カ
ト
リ
ッ
ク
を
同
一
視
す
る
発
言
に

対
し
て
、「
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
す
べ
て
が
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
カ
ト

リ
ッ
ク
全
て
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
」
と
批
判
し
た
。
地
代
農
地

に
つ
い
て
は
、
一
八
五
〇
年
に
廃
止
さ
れ
た
永
小
作
（Erbpacht

）
の
悪
い
側
面
が

こ
の
制
度
に
見
ら
れ
る
。
永
小
作
権
に
は
、
お
上
と
臣
民
の
双
務
性
が
あ
っ
た
が
、

地
代
農
地
で
は
こ
の
双
務
性
が
「
も
は
や
自
明
で
は
な
い
」。「
上
級
所
有
者
と
下
級

所
有
者
に
分
割
さ
れ
た
所
有
地
と
い
う
制
度
は
、
地
代
農
地
と
い
う
名
の
下
、
国
民

自
由
党
の
立
法
的
賢
明
さ
に
よ
っ
て
、
再
び
わ
れ
わ
れ
の
権
利
生
活
に
導
入
さ
れ

た
」
と
地
代
農
地
制
度
の
問
題
を
と
ら
え
た
。（

（4
（

ポ
ー
ラ
ン
ド
議
員
団
に
属
す
る
カ
ン
タ
ク
は
、
ポ
ー
ゼ
ン
州
に
お
け
る
一
八
二
二

年
、
一
八
三
七
年
、
一
八
七
五
年
、
一
八
八
八
年
の
数
字
で
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
を
比
べ
た
場
合
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
ほ
ぼ
倍
に
な
っ
て
お
り
、
カ
ト

リ
ッ
ク
よ
り
も
増
加
率
は
高
い
こ
と
を
示
し
、「
ポ
ー
ラ
ン
ド
的
要
素
の
拡
大
」
と

い
う
主
張
の
薄
弱
さ
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、「
教
会
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
は

わ
れ
わ
れ
の
聖
域
で
あ
り
、
諸
君
が
そ
れ
を
抑
圧
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
神
聖
に
な
る
」

と
訴
え
た（
（5
（

。

第
一
条
に
賛
成
す
る
演
説
で
は
、
ラ
ウ
フ
ハ
ウ
プ
ト
が
、
フ
エ
ネ
の
指
摘
に
対
し

て
、
ポ
ー
ゼ
ン
州
、
ヴ
ェ
ス
ト
プ
ロ
イ
セ
ン
州
に
お
け
る
人
口
の
増
加
が
、
ド
イ
ツ

人
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
で
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
方
が
多
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
人
の
脅
威
を
示
そ
う
と
し
た（
（5
（

。
ヴ
ェ
ー
ア（
（5
（

お
よ
び
ザ
ッ
ト
ラ
ー
（Sattler

）（
（5
（

は
一
億
マ
ル
ク
の
妥
当
性
を
示
そ
う
と
し
た
。

ザ
ッ
ト
ラ
ー
の
の
ち
議
論
終
了
の
動
議
が
承
認
さ
れ
た（
（5
（

。
そ
の
後
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
的
要
素
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
資
料
の
開
示
を
要
求
す
る
フ
エ
ネ
の
提
案

へ
の
点
呼
投
票
が
行
わ
れ
、
三
四
六
票
の
う
ち
賛
成
一
二
八
，
反
対
二
一
八
で
否
決

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
委
員
会
案
へ
の
投
票
が
行
わ
れ
、
多
数
で
承
認
さ
れ
た（
（5
（

。

四‒
三
　
第
二
読
会
に
お
け
る
第
二
条
を
め
ぐ
る
議
論

第
二
条
以
下
を
め
ぐ
る
討
論
は
、
四
月
二
日
に
行
わ
れ
た
。
特
に
第
二
条
は
大
幅

に
追
加
が
あ
り
、
二
ａ
か
ら
二
ｅ
ま
で
の
五
つ
の
文
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
ほ



青
　
山
　
史
　
学

(148 )

と
ん
ど
が
「
地
代
農
地
」
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
第
二
条
の
議
論
は
、
追
加
分

も
含
め
た
議
論
で
あ
っ
た
た
め
、
議
論
は
、
地
代
農
地
の
評
価
が
最
大
の
争
点
で

あ
っ
た
。
リ
ス
ト
に
は
反
対
一
二
人
、
賛
成
七
人
が
登
録
さ
れ
た（
（5
（

。
党
派
別
内
訳

は
、
反
対
は
、
反
対
は
、
中
央
党
六
人
、
自
由
思
想
家
党
五
人
、
保
守
党
一
人
で
あ

り
、
賛
成
は
、
保
守
党
四
人
、
自
由
保
守
党
一
人
、
国
民
自
由
党
二
人
で
あ
っ
た
。

発
言
者
は
、
反
対
が
フ
エ
ネ
（
Z
）、
マ
イ
ヤ
ー
（
K
）、
デ
ィ
リ
ク
レ
（D

FsP

）、

賛
成
は
エ
ネ
ク
ツ
ェ
ー
ル
ス
（
NL
）、
ヴ
ォ
ル
フ
（
K
）（
（5
（

、
エ
ル
フ
ァ=

ヴ
ェ
ル
ン

ブ
ル
ク
（
K
）（
（5
（

で
あ
っ
た
。
以
下
で
は
、
フ
エ
ネ
と
エ
ネ
ク
ツ
ェ
ー
ル
ス
の
演
説
を

と
り
あ
げ
る
。

フ
エ
ネ
は
、
第
一
条
の
討
論
の
際
に
、
地
代
農
地
を
す
で
に
問
題
視
し
て
い
た

が
、
こ
の
演
説
で
、
地
代
農
地
と
い
う
制
度
が
「
中
小
所
有
を
増
大
・
維
持
さ
せ
る

と
い
う
意
図
に
由
来
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
」
が
、「
地
代
の
償
却
可
能
性
を
完
全

に
除
外
し
て
い
る
」、「
地
代
が
い
か
に
高
く
な
る
か
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
な
い
」
と
地
代
農
地
制
度
の
問
題
を
批
判
し
た
。

地
代
農
地
が
実
際
に
導
入
さ
れ
た
場
合
、「
法
で
意
図
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
扶
助
」

が
常
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
政
府
の
支
出
が
増
加
し
続
け
る
。
そ
の
た
め
、

「
地
代
農
地
は
償
却
で
き
る
地
代
で
の
み
」
可
能
な
も
の
で
し
か
な
い
と
し
た
。
そ

し
て
、「
こ
の
よ
う
な
政
治
的
な
例
外
法
に
妥
協
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
訴
え
た（
（5
（

。

こ
れ
に
対
し
て
、
エ
ネ
ク
ツ
ェ
ー
ル
ス
が
反
論
し
た
。
ま
ず
、
定
期
小
作
（Zeit-

pacht

）
に
つ
い
て
触
れ
、
定
期
小
作
の
労
働
力
は
自
由
で
あ
る
が
、
農
民
は
小
作

を
好
ま
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
土
地
を
取
得
で
き
な
い
た
め
で
あ
る
。
永
小
作
に
つ

い
て
は
も
は
や
存
在
し
な
い
。
エ
ネ
ク
ツ
ェ
ー
ル
ス
は
、
永
小
作
は
「
封
建
的
遺

物
」
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
に
対
し
、
地
代
小
作
を
「
自
由
主
義
的
制
度
」
と
考
え

て
い
る
。
エ
ネ
ク
ツ
ェ
ー
ル
ス
に
よ
れ
ば
、
地
代
小
作
に
は
契
約
が
あ
る
が
、
永
小

作
に
は
特
別
な
契
約
も
な
く
保
証
も
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、「
定
期
小
作
と
土
地
取

得
の
長
所
を
結
び
付
け
た
の
が
地
代
農
地
で
あ
る
」。「
農
民
層
の
拡
大
は
国
家
の
維

持
に
必
要
で
あ
り
、
同
時
に
、
真
の
意
味
で
リ
ベ
ラ
ル
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ

れ
は
、
政
治
的
・
経
済
的
に
自
律
し
た
農
村
住
民
を
創
出
す
る
た
め
で
あ
る
」。
そ

れ
に
よ
っ
て
、「
ロ
ー
マ
を
破
壊
し
た
（latifundia perdidere R

om
am

）」「
ラ
テ
ィ

フ
ン
デ
ィ
ア
」
の
形
成
を
妨
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
代
農
地
は
、
農
民
植
民
導
入

の
た
め
の
「
最
も
安
全
な
手
段
」
な
の
で
あ
る
と
主
張
し
た（
（6
（

。

エ
ル
フ
ァ=

ヴ
ェ
ル
ン
ブ
ル
ク
の
演
説
の
の
ち
、
終
了
の
動
議
が
承
認
さ
れ
た（
（6
（

。

投
票
が
行
わ
れ
、
委
員
会
案
が
賛
成
多
数
と
な
っ
た（
（6
（

。
続
い
て
第
三
条
以
降
の
議

論
も
行
わ
れ
、
委
員
会
案
が
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
、
第
二
読
会
は
終
了
し
た
。

第
二
条
を
め
ぐ
る
議
論
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
大
土
地
所
有
分
割
、
自
律
的

農
民
層
の
形
成
、
土
地
の
資
本
主
義
的
諸
関
係
へ
の
組
み
込
み
が
、「
リ
ベ
ラ
ル
」

で
あ
る
と
い
う
自
由
主
義
者
た
ち
の
価
値
観
で
あ
る
。
こ
の
価
値
観
の
制
度
的
表
現

が
地
代
農
地
制
度
で
あ
っ
た
。
地
代
農
地
制
度
を
植
民
法
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と

で
、
植
民
法
は
反
ポ
ー
ラ
ン
ド
的
性
格
と
「
リ
ベ
ラ
ル
」
な
制
度
と
い
う
二
つ
の
側

面
を
刻
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

四‒
四
　
第
三
読
会
と
植
民
法
成
立

第
二
読
会
の
結
果
を
受
け
て
、
四
月
二
日
付
で
法
案
が
最
終
的
に
ま
と
め
ら
れ（
（6
（

、

四
月
六
日
と
七
日
に
第
三
読
会
が
行
わ
れ
た
。
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全
体
に
関
す
る
討
論
で
発
言
し
た
の
は
、
反
対
の
立
場
で
マ
イ
ヤ
ー
（
K
）（
（6
（

、

ヴ
ィ
ン
ト
ホ
ル
ス
ト
（
Z
）（
（6
（

、
フ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
（V

irchow

）（D
FsP

）（
（6
（

、
ヘ
ー
ネ
ル

（D
FsP

）（
（6
（

の
延
べ
五
人
（
ヴ
ィ
ン
ト
ホ
ル
ス
ト
が
二
回
）、
賛
成
の
立
場
で
ケ
ン
ネ

マ
ン
（
FK
）（

（6
（

、
テ
ィ
ー
デ
マ
ン
（v. Tiedem

ann

）（
FK
）（

（6
（

、
ハ
ー
ゲ
ン
ス
（H

agens

）

（
NL
）（

（7
（

、
エ
ネ
ク
ツ
ェ
ー
ル
ス（
（7
（

、
ク
レ
マ
ー
（C

rem
er (Teltow

)

）（
K
）（
（7
（

の
五
人
で

あ
っ
た
。
反
対
派
・
賛
成
派
の
演
説
双
方
と
も
に
従
来
の
主
張
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

反
対
派
は
、
こ
の
法
に
価
値
が
な
い
こ
と
、
こ
の
法
が
ビ
ス
マ
ル
ク
の
政
治
的
な

需
要
に
過
ぎ
な
い
こ
と
（
ヘ
ー
ネ
ル
）、
人
間
性
と
公
正
さ
に
悖
る
こ
と
（
フ
ィ
ル

ヒ
ョ
ウ
）、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
だ
け
で
な
く
カ
ト
リ
ッ
ク
か
全
体
を
標
的
と
し
て
い
る

こ
と
（
ヴ
ィ
ン
ト
ホ
ル
ス
ト
）
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
賛
成
派
は
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
人
の
西
方
へ
の
大
量
移
住
や
一
七
七
二
年
の
国
境
で
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
独
立
の
野

望
に
対
抗
し
、
国
家
の
安
全
を
守
る
た
め
の
こ
の
法
の
重
要
性
（
エ
ク
ネ
ツ
ェ
ー
ル

ス
）、
権
利
の
侵
害
や
法
律
・
憲
法
違
反
に
は
あ
た
ら
な
い
こ
と
（
ハ
ー
ゲ
ン
ス
）

な
ど
を
強
調
し
た
。

個
別
の
条
文
に
つ
い
て
の
討
論
で
の
発
言
は
な
く
、
そ
の
後
点
呼
投
票
で
法
案
へ

の
最
終
的
な
票
決
が
行
わ
れ
た
。
票
決
の
結
果
、
賛
成
二
一
四
票
、
反
対
一
二
八
票

で
、
こ
の
法
案
は
最
終
的
に
採
決
さ
れ
た（
（7
（

。
追
加
さ
れ
た
二
ａ
か
ら
二
ｅ
の
条
文

は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
三
条
か
ら
第
七
条
と
し
て
植
民
法
を
構
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

お
わ
り
に

以
上
、
プ
ロ
イ
セ
ン
下
院
に
お
け
る
植
民
法
成
立
を
め
ぐ
る
議
論
を
確
認
し
て
き

た
。

議
論
全
体
を
通
し
て
、
植
民
法
に
頑
強
に
抵
抗
し
た
の
は
、
中
央
党
と
ポ
ー
ラ
ン

ド
議
員
団
で
あ
っ
た
。
特
に
、
議
員
数
の
関
係
か
ら
、
中
央
党
が
反
対
の
中
心
と

な
っ
た
の
が
、
植
民
法
を
め
ぐ
る
議
論
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
植
民
法
が
、

ヴ
ェ
ス
ト
プ
ロ
イ
セ
ン
州
と
ポ
ー
ゼ
ン
州
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
大
土
地
所
有
者
の
み
が

狙
い
打
た
れ
る
「
例
外
法
」
的
性
格
を
持
っ
て
お
り
、
人
権
・
公
平
性
の
観
点
か
ら

問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
主
要
な
論
点
と
し
て
い
る
。
こ
の
主
張
は
、
中
央
党
に

と
っ
て
は
、
こ
の
「
例
外
法
」
の
対
象
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
な
り
う
る
可
能
性
も

あ
っ
た
こ
と
か
ら
生
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
植
民
法
の
成
立
に
関
し
て
は
、
保
守
党
・
自
由
保
守
党
・
国
民
自
由
党

が
支
持
す
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
た
た
め
、
実
質
的
に
事
前
に
確
定
し
て
い
た
。

「
序
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
プ
ロ
イ
セ
ン
植
民
法
は
、「
ポ
ー
ラ
ン
ド
政
策
」
の
一

環
、
お
よ
び
、「
地
代
農
地
」
制
度
導
入
に
よ
る
農
業
政
策
と
い
う
二
つ
の
性
格
を

持
っ
て
い
た
。

植
民
法
制
定
過
程
に
則
し
て
確
認
す
る
と
、
ま
ず
政
府
案
と
し
て
示
さ
れ
た
の

は
、
第
一
の
反
ポ
ー
ラ
ン
ド
的
な
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
政
策
」
と
い
う
側
面
で
あ
っ
た
。

こ
れ
が
、
政
府
の
主
要
な
目
的
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
第
一
読
会
の
農
林

相
、
法
案
支
持
派
の
議
論
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
人
植
民
者
の
土
地
取
得
の
容
易
化
に

つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
方
策
が
具
体
的
に
な
る
の
は
、
委
員
会
法
案
で

あ
っ
た
。
委
員
会
法
案
で
示
さ
れ
た
地
代
農
地
制
度
は
、「
自
立
し
た
農
民
」
を
創

出
す
る
た
め
に
、
地
代
を
年
賦
で
支
払
う
こ
と
で
所
有
を
容
易
に
す
る
と
い
う
制
度

で
あ
っ
た
。
エ
ク
ネ
ツ
ェ
ー
ル
ス
ら
国
民
自
由
党
の
自
由
主
義
者
が
積
極
的
に
地
代

農
地
制
度
設
立
を
求
め
た
の
は
、
こ
の
制
度
が
自
立
し
た
農
民
を
作
る
、
土
地
を
資
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本
主
義
的
諸
関
係
に
組
み
込
む
と
い
う
二
重
の
意
味
で
「
自
由
主
義
的
」
だ
っ
た
た

め
で
あ
る
。
植
民
法
は
、
下
院
に
お
け
る
議
論
の
段
階
で
、
キ
メ
ラ
的
性
格
を
付
与

さ
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
二
つ
の
側
面
は
、
こ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

地
代
農
地
制
度
は
、
一
八
九
〇
年
六
月
二
七
日
の
「
地
代
農
地
法
」（
（7
（

と
一
八
九
一
年

七
月
七
日
の
「
地
代
農
地
設
立
促
進
法
」（
（7
（

に
よ
っ
て
適
用
可
能
地
域
が
拡
大
す
る
こ

と
と
な
る
。

植
民
法
の
反
ポ
ー
ラ
ン
ド
的
目
的
は
、
ヘ
ー
ネ
ル
ら
反
対
派
が
指
摘
し
て
い
た
よ

う
に
、
順
調
に
は
達
成
で
き
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
一
八
九
八
年
と
一

九
〇
二
年
に
は
土
地
取
得
の
た
め
の
資
金
が
三
億
三
〇
〇
〇
万
マ
ル
ク
ま
で
増
額
さ

れ
た（
（7
（

。
土
地
取
得
は
一
九
〇
四
年
の
「
新
植
民
法
」（
（7
（

に
よ
り
容
易
化
さ
れ
、
一
九

〇
八
年
に
は
「
土
地
収
用
法
」（
（7
（

に
よ
り
土
地
の
強
制
収
用
も
可
能
に
さ
れ
た
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
植
民
法
の
反
ポ
ー
ラ
ン
ド
的
性
格
の
側
面
は
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
抵
抗
な
ど
に
よ
り
、
期
待
し
た
効
果
を
得
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
植
民
法
の
実
施
と
そ
の
後
の
法
律
的
過
程
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
し
た
い
。

注（
1
）	

植
民
法
の
反
ポ
ー
ラ
ン
ド
的
性
格
を
強
調
す
る
著
作
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
／
心
的
に

扱
う
政
治
史
的
著
作
で
あ
る
。
代
表
的
な
も
の
は
、Joachim

 M
ai, D

ie preußisch-

deutsche Polenpolitik, 1885/87: eine Studie zur H
erausbildung des Im

perialism
us in 

D
eutschland (B

erilin, 1962
) / M

artin B
roszat, Zw

eihundert Jahre deutsche 

Polenpolitik (Frankfurt am
 M

ain, 1972) / R
ichard B

lanke, Prussian Poland in the 

G
erm

an Em
pire (1871-1900) (B

oulder, 1981) /

伊
藤
定
良
『
ド
イ
ツ
の
長
い
一
九
世
紀

―
ド
イ
ツ
人
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
・
ユ
ダ
ヤ
人
』（
青
木
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
の
著
作

が
挙
げ
ら
れ
る
。
農
業
政
策
的
観
点
の
研
究
は
、
土
地
制
度
史
、
耕
地
分
割
、
内
国
植
民

地
と
い
う
問
題
群
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
日
本
に
お
け
る
早
い
時
期
の
研
究
と
し
て
は
、

藤
瀬
浩
司
『
近
代
ド
イ
ツ
農
業
の
形
成
―
い
わ
ゆ
る
『
プ
ロ
シ
ャ
型
』
進
化
の
歴
史
的
検

証
』（
御
茶
ノ
水
書
房
、
一
九
六
七
年
、
改
装
版
、
一
九
七
七
年
）。
長
井
は
、
地
域
政
策

を
社
会
政
策
学
会
の
動
向
と
合
わ
せ
な
が
ら
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
ポ
ン
メ
ル
ン
州
に
お

け
る
内
国
植
民
の
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
。
長
井
栄
二
「「
大
不
況
」
期
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お

け
る
農
村
地
域
政
策
論
の
形
成
（
一
）（
二
）」『
秋
田
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
紀
要
』
四

一
号
（
二
〇
〇
六
年
二
月
）、
四
二
号
（
二
〇
〇
七
年
二
月
）
／
長
井
栄
二
「
第
一
次
大
戦

前
ポ
ン
メ
ル
ン
の
植
民
組
合
と
土
地
会
社
（
一
）（
二
）（
三
）
―
第
二
帝
制
期
プ
ロ
イ
セ

ン
内
地
植
民
政
策
の
事
業
主
体
を
め
ぐ
る
史
料
と
諸
問
題
」『
秋
田
工
業
高
等
専
門
学
校
研

究
紀
要
』
四
九
号
（
二
〇
一
四
年
二
月
）、
五
〇
号
（
二
〇
一
五
年
二
月
）、
五
一
号
（
二

〇
一
六
年
二
月
）。
ま
た
、
足
立
は
農
業
構
造
政
策
の
嚆
矢
と
し
て
植
民
法
を
位
置
付
け

る
。
足
立
芳
宏
「「
静
か
な
」
農
業
・
農
村
革
命
―
戦
後
西
ド
イ
ツ
農
業
史
研
究
の
新
動
向

か
ら
」『
京
都
大
学
生
物
資
源
経
済
研
究
』
二
一
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）。

（
2
）	

大
内
宏
一
「
ド
イ
ツ
自
由
主
義
と
一
八
八
五
～
八
六
年
の
対
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
政
策
」『
早
稲

田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要 

第
四
分
冊
』
五
三
号
（
二
〇
〇
八
年
二
月
）（
後
に
、

『
ビ
ス
マ
ル
ク
時
代
の
ド
イ
ツ
自
由
主
義
』（
彩
流
社
、
二
〇
一
四
年
）
に
所
収
）。

（
3
）	 G

esetzsam
m

lung für die K
öniglichen Preußischen Staaten

（
以
下G

S

と
略
） 1886, S. 

131-134.

（
4
）	

伊
藤
、
一
三
二
～
一
三
六
頁
参
照
。

（
5
）	 H

elm
ut N

eubach, D
ie Ausw

eisungen von Polenpolitikolen und Juden aus Preussen 

1885/86: ein Beitrag zu Bism
arcks Polenpolitik und zur G

eschichte des deutsch-

polnischen Verhältnisses (W
iesbaden, 1967).

（
6
）	 Stenographische B

erichte über die Verhandlungen des R
eichstages, V

I. 
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Legisalturperiode. Il.Sesssion 1885/1886 

（
以
下
、StB Reichstag 1885/1886 

と
略
）, 

B
d.4, A

ktenstuck N
r.25, S.92.

（
7
）	 StB Reichstag 1885/1886, B

d.1, S.130-133.

（
8
）	

提
案
は
以
下
の
通
り
。
リ
ー
プ
ク
ネ
ヒ
ト
（Liebknecht

、
社
会
民
主
党
）
提
案
（StB 

Reichstag 1885/1886, B
d.4, A

ktenstuck N
r.46, S.139.

）、
一
二
月
一
六
日
付
ヤ
ジ
ジ
ェ

フ
ス
キ
提
案
（N

r.72, S.254.

）、
一
八
八
六
年
一
月
八
日
付
ア
ウ
ス
フ
ェ
ル
ト
（A

usfeld

）

（
ド
イ
ツ
自
由
思
想
家
党
）
決
議
案
（N

r.76, S.419.

）、
ヴ
ィ
ン
ト
ホ
ル
ス
ト
に
よ
るN

r.76

へ
の
追
加
提
案
（N

r.85, S.506.
）

（
9
）	 StB Reichstag 1885/1886, B

d.1, S.525-553, S.555-597.

（
10
）	

採
決
は
、StB Reichstag 1885/1886, B

d.1, S.596-597.

（
11
）	 B

ernhard M
ann (bearb.), B

iographisches H
andbuch für das preussische 

Abgeordnetenhaus, 1867-1918 (D
üsseldorf, 1988), S.15, Tab.1

（
12
）	 Thom

as K
ühne, D

reiklassenw
ahlrecht und W

ahlkultur in Preussen, 1867-1914: 

Landtagsw
ahlen zw

ischen korporativer Tradition und politischem
 M

assenm
arkt 

(D
üsseldorf: D

roste, 1994), Tabelle 17, S.262-263. 

な
お
、Thom

as K
ühne, H

andbuch 

der W
ahlen zum

 Preussischen Abgeordnetenhaus, 1867-1918 : W
ahlergebnisse, 

W
ahlbündnisse und W

ahlkandidaten (D
üsseldorf: D

roste, 1994), S.55

で
は
、
中
央
党

九
八
人
，
地
域
政
党
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
議
員
団
、
デ
ン
マ
ー
ク
党
、
ヴ
ェ
ル
フ
党
な
ど
）
を

二
〇
人
と
し
て
い
る
。

（
13
）	 Stenographische Berichte über die Verhandlungen der durch die Allerhöchste 

Verordnung vom
 4. Januar 1886 einberufenen beiden H

äuser des Landtags. H
aus der 

Abgeordneten

（
以
下
、StB 1886

と
略
）, B

d.1, S.3.

（
14
）	

そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
通
り
。
②
種
痘
医
法
（
四
月
一
日
）（vgl. M

ai, S.136-137.

）、
③
補
習

学
校
助
成
法
（
五
月
四
日
）（G

S 1886, S.143.

）、
④
欠
席
児
童
処
罰
法
（
五
月
六
日
）（G

S 

1886, S.144.)

、
⑤
公
立
民
衆
学
校
教
師
任
用
法
（
七
月
一
五
日
）（G

S 1886,S.185-186.

）

（
15
）	 Anlagen zu den Stenographischen Berichte über die Verhandlungen des H

auses der 

Abgeordneten w
ährend der 1. Session der  16 Legislatur=

Periode. 1886 

（
以
下
、

Anlagen zu StB 1886 

と
略
）, B

d. 2, A
ktenstück N

r. 22, S.914.

（
16
）	

大
内
、
一
二
頁
（『
ビ
ス
マ
ル
ク
時
代
の
ド
イ
ツ
自
由
主
義
』、
一
九
四
頁
）。

（
17
）	 Anlagen zu StB 1886, B

d. 2, A
ktenstück N

r.27, N
r.28, S.941.

（
18
）	 Anlagen zu StB 1886, B

d. 2, A
ktenstück N

r.31, S.942.

（
19
）	 StB 1886, B

d. 1, S.159-276.

（
20
）	 N

eueste M
itteilungen, 30. Januar 1886

に
お
い
て
既
に
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
討
論
」
の
記
事
が

あ
る
。

（
21
）	 StB 1886, B

d. 1, S.274-276.

（
22
）	 StB 1886, B

d. 1, S.213-216.

（
23
）	 Anlagen zu StB 1886, B

d. 2, A
ktenstück N

r.45, S.979-980.

（
24
）	 Anlagen zu StB 1886, B

d. 2, A
ktenstück N

r.45, S.980-.

（
25
）	 StB 1886, B

d. 2, S.686-690.

（
26
）	 StB 1886, B

d. 2, S.690. 

演
説
者
リ
ス
ト
は
以
下
の
通
り
。
翻
案
反
対
は
、
ヴ
ィ
エ
ジ
ビ
ン

ス
キ
（
P
）、
フ
エ
ネ
（Freiherr v. H

uene

）（
Z
）、
オ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ
（O

strow
icz

）

（
P
）、
シ
ョ
ル
レ
マ
ー
＝
ア
ル
ス
ト
（D

r. Freiherr v. Schorlem
er=A

lst

）（
Z
）、
ス
タ
ブ

レ
フ
ス
キ
（v. Stablew

ski

）（
P
）、
ヴ
ィ
ン
ト
ホ
ル
ス
ト
（
Z
）、
マ
グ
ジ
ン
ス
キ

（M
agdziński

）（
P
）、
ポ
ル
シ
ュ
（Porsch

）（
Z
）、
ヘ
ー
ネ
ル
（H

änel

）（D
FsP

）、
ヤ

ジ
ジ
ェ
フ
ス
キ
（
P
）、
ゲ
ル
ラ
ッ
ハ
（v. G

erlach(G
arbelegen)

）（
K
） 

、
ロ
ジ
ャ
ン
ス

キ
（R

ożański

）（
P
）、
シ
ュ
ト
ロ
ム
ベ
ッ
ク
（v. Strom

beck

）（
Z
）、
ウ
ィ
ス
コ
フ
ス

キ
（v. Łyskow

ski

）（
P
）、
カ
ン
タ
ク
（K

antak

）（
P
）、
フ
ィ
ル
ニ
フ
（V

irnich

）（
Z
）、

マ
イ
ヤ
ー
（v. M

eyer(A
rnsw

alde)

）（
K
）、
リ
ッ
ケ
ル
ト
（R

ickert

）（D
FsP

）、
ラ
ッ
セ

ン
（Lassen
）（D

äne

）、
フ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
（V

irchow

）（D
FsP

）
の
二
〇
人
。
法
案
賛
成
は
、

ベ
ン
ダ
（v. B

enda

）（
NL
）、
ホ
ル
ツ
（v. H

oltz

）（
K
）、
ト
レ
ス
コ
ウ
（v. Treskow

）
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（
K
） 

、
ヴ
ェ
ー
ア
（W

ehr(D
eutsch=C

rone)

）（
FK
）
シ
ュ
ラ
イ
ナ
ー（Schreiner

）（
K
）、

ケ
ン
ネ
マ
ン
（K

ennem
ann

）（
FK
）、
ラ
ウ
フ
ハ
ウ
プ
ト
（v. R

auchhaupt

）（
K
）、
ク
ア

ス
ト
（v. Q

uast

）（
K
）、
テ
ィ
ー
デ
マ
ン
（v. Tiedem

ann(B
om

st)

）（
FK
）、
ホ
ー
プ
レ

ヒ
ト
（H

obrecht

）（
NL
）、
ザ
ッ
ト
ラ
ー（Sattler

）（
NL
）、
ア
イ
ネ
ル
ン
（v. Eynern

）（
NL
）、

シ
ュ
ヴ
ェ
リ
ー
ン
＝
プ
ッ
ツ
ァ
ー
（G

raf v. Schw
erin=Putzar

）（
K
）、
ハ
ー
ゲ
ン
ス

（H
agens

）（
NL
）、
ナ
ー
ト
ル
プ
（N

atorp

）（
NL
）、
シ
ュ
ミ
ー
デ
ィ
ン
グ
（Schm

ieding

）

（
NL
）、
イ
ェ
ッ
ケ
ル
（Jaeckel

）（
FK
）、
ゼ
ー
ア
（Seer

）（
NL
）、
ヴ
ェ
ッ
セ
ル
（W

essel

）

（
FK
）
の
一
九
人
。

（
27
）	 StB 1886, B

d. 2, S.744-745.

（
28
）	 StB 1886, B

d. 2, S.683-686.

（
29
）	 StB 1886, B

d. 2, S.698-701.

（
30
）	 StB 1886, B

d. 2, S.719-724.

（
31
）	 StB 1886, B

d. 2, S.691-696.

（
32
）	 StB 1886, B

d. 2, S.705-711.

（
33
）	 StB

 1886, B
d. 2, S.727-730.

（
34
）	 StB 1886, B

d. 2, S.734-740.

（
35
）	 StB 1886, B

d. 2, S.730-734.

（
36
）	 StB 1886, B

d. 2, S.741-744.

（
37
）	 StB 1886, Bd. 2, S.701-705.

（
38
）	 StB 1886, B

d. 2, S.696-698.

（
39
）	 StB 1886, B

d. 2, S.690-691.

（
40
）	 StB 1886, B

d. 2, S.715-719.

（
41
）	 StB

 1886, B
d. 2, S.724-727.

（
42
）	 StB 1886, B

d. 2, S.746.

（
43
）	 Anlagen zu StB 1886, B

d. 3, A
ktenstück 125, S.1296-1322.

（
44
）	

委
員
長
ラ
ウ
フ
ハ
ウ
プ
ト
（
K
）、
報
告
者
ハ
ー
ゲ
ン
ス
（
NL
）、
ボ
ー
ツ
（B

ohtz

）（
K
）、

コ
ル
マ
ー=

マ
イ
エ
ン
ブ
ル
ク 

（v. C
olm

ar=M
eyenburg

）（
K
）、
デ
ロ
フ
（D

eloch

）

（
Z
）、
デ
ィ
リ
ク
レ
（D

irichlet

）（D
FsP

）、
エ
ネ
ク
ツ
ェ
ー
ル
ス
（
NL
）、
エ
ル
フ
ァ=

ヴ
ェ
ル
ン
ブ
ル
ク
（Freiherr v. Erffa=W

ernburg

）（
K
）、
ホ
ル
ツ
（
K
）、
フ
エ
ネ

（
Z
）、
イ
ェ
ッ
ケ
ル
（
FK
）、
ゼ
ー
ア
（
NL
）、
ジ
ー
モ
ン
（Sim

on (Fraustadt)

）（D
FsP

）、

シ
ュ
ペ
ル
リ
ッ
ヒ
（Sperlich

）（
Z
）、
シ
ュ
ム
ラ
（Szum

ula

）（
Z
）、
タ
ニ
ッ
シ
ュ

（Thanisch

）（
Z
）、
テ
ィ
ー
デ
マ
ン
（
FK
）、
ヴ
ェ
ー
バ
ー（W

eber (H
alberstadt)

） （
NL
）、 

ヴ
ェ
ー
ア 

（
FK
）、 

ヴ
ォ
ル
フ 

（W
olff

） （
K
）、 

ツ
ィ
ー
テ
ン 

（G
raf v. Zieten

）（
Z
）
の

二
一
人
。
そ
の
他
に
、
首
相
府
か
ら
枢
密
上
級
政
務
官
テ
ッ
パ
ー
＝
ラ
ス
キ
（v. 

Tpper=Laski

）、
内
務
省
か
ら
枢
密
上
級
政
務
官
ハ
ー
ゼ
（H

aase

）、
農
林
相
か
ら
国
家
秘

書
官
・
枢
密
政
務
官
マ
レ
ア
ル
ト
（M

areard

）、
枢
密
上
級
政
務
官
シ
ュ
テ
ル
ネ
ベ
ル
ク

（Sterneberg

）、
政
務
官
ペ
ル
ツ
ァ
ー
（Peltzer

）、
法
務
省
か
ら
枢
密
上
級
法
務
官
エ
ク
ア

イ
ン
ス
（Eceins

）、
財
務
省
か
ら
枢
密
上
級
財
務
官
リ
ュ
ド
ル
フ
（R

üdorff

）、
枢
密
財

務
官
レ
ー
ネ
ル
ト
（Lehnert

）
が
参
加
し
た
。
ま
た
、
委
員
会
の
最
初
と
最
後
の
会
合
に

は
、
農
林
相
ル
ツ
ィ
ウ
ス
が
陪
席
し
た
。Anlagen zu StB 1886, B

d. 3, A
ktenstück 125, 

S.1297, S. 1322.

（
45
）	 Anlagen zu StB 1886, B

d. 3, A
ktenstück 125, S.1296-1299.

（
46
）	 StB 1886, B

d. 3, S.1586-1587. 

反
対
は
、
フ
エ
ネ
（
Z
）、
デ
ィ
リ
ク
レ
（D

FsP

）、
カ
ン

タ
ク
（
P
）、
フ
ラ
ン
ケ
（Franke(G

latz)

） （
Z
）、
ア
ハ
ト
（v. d. A

cht

） （
Z
）、
マ
イ
ス

（M
aiß

）（
Z
）、 

ブ
リ
ュ
ー
エ
ル
（B

rüel

）（
Z
）、 

モ
ス
ラ
ー 

（M
osler

）（
Z
）、
ビ
ュ
フ

テ
マ
ン
（B

üchtem
an

）（D
FsP

）、
グ
リ
シ
チ
ン
ス
キ
（v. G

liszczyński(Pleß)

）（
Z
）、

シ
ュ
ト
ラ
ッ
フ
ヴ
ィ
ッ
チ
（G

raf Strachw
itz

）（
Z
）、
ゴ
ル
ト
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（G

oldschm
idt

）

（D
FsP

）、
シ
ュ
テ
フ
ァ
ヌ
ス
（Stephanus(Linden)

）（
ヴ
ェ
ル
フ
党W

elfe

）、
ゴ
ル
ニ
ヒ

（G
ornig

）（
Z
）、
ネ
ル
ス
（N

els

）（
Z
）、
マ
イ
ヤ
ー（
K
）、
レ
ッ
ク
（v. d. R

eck

）（
K
）、

ゼ
ー
リ
ヒ
（Seelig

）（D
FsP

）、
ザ
イ
フ
ァ
ル
ト
（Seyffarth(Liegnitz)

）（D
FsP

）、
シ
ュ
ー
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過
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マ
ン
（Szum

an

）（
P
）、
ス
タ
ブ
レ
フ
ス
キ
（
P
）、
ヴ
ィ
ン
ト
ホ
ル
ス
ト
（
Z
）
の
二
二

人
。
賛
成
は
、
ラ
ウ
フ
ハ
ウ
プ
ト
（
K
）、
ヴ
ェ
ー
ア
（
FK
）、
ザ
ッ
ト
ラ
ー
（
NL
）、
ヴ
ォ

ル
フ
（
K
）、
ツ
ェ
ド
リ
ッ
ツ
（Freiherr v. Zedlitz

）（
FK
）、
イ
ェ
ッ
ケ
ル
（
FK
）、
テ
ィ
ー

デ
マ
ン
（
FK
）、
ゼ
ー
ア
（
NL
）、
ホ
ル
ツ
（
K
）、
エ
ル
フ
ァ=

ヴ
ェ
ル
ン
ブ
ル
ク
（
K
）、

ケ
ン
ネ
マ
ン
（
FK
）
の
一
一
人
。

（
47
）	 Anlagen zu StB 1886, B

d. 3, A
ktenstück 138, S.1402.

（
48
）	 StB 1886, B

d. 3, S.1583-1586.

（
49
）	 StB 1886, B

d. 3, S.1588-1593.

（
50
）	 StB 1886, B

d. 3, S.1595-1604.

（
51
）	 StB 1886, B

d. 3, S.1587-1588.

（
52
）	 StB 1886, B

d. 3, S.1593-1595.

（
53
）	 StB 1886, B

d. 3, S.1607-1610.

（
54
）	 StB 1886, B

d. 3, S.1610.

（
55
）	 StB 1886, B

d. 3, S.1613-1615.

（
56
）	 StB 1886, B

d. 3, S.1621. 

反
対
は
、
フ
エ
ネ
（
Z
）、
マ
イ
ヤ
ー
（
K
）、
デ
ィ
リ
ク
レ

（D
FsP

）、
チ
ヴ
ァ
リ
ナ
（C

zw
alina

）（D
FsP

）、
ポ
ル
シ
ュ
（
Z
）、
ヴ
ィ
ン
ト
ホ
ル
ス
ト

（
Z
）、
ビ
ュ
フ
テ
マ
ン
（D

FsP

）、
レ
ト
ハ
（Letocha

）（
Z
）、
ト
レ
ー
ガ
ー
（Traeger

）

（D
FsP

）、
シ
ュ
ペ
ル
リ
ッ
ヒ 

（
Z
）、
ゼ
ー
リ
ヒ 

（D
FsP

）、
フ
ラ
ン
ケ 

（
Z
）
の
一
二
人
。

賛
成
は
、
エ
ネ
ク
ツ
ェ
ー
ル
ス
（
NL
）、
ヴ
ォ
ル
フ
（
K
）、
ザ
ッ
ト
ラ
ー
（
NL
）、
ビ
ス
マ

ル
ク
（v. B

ism
arck(Flatow

)

） （
K
）、
ハ
ル
ト
マ
ン
（H

artm
ann(Lübben)

） （
K
）、
エ
ル

フ
ァ=

ヴ
ェ
ル
ン
ブ
ル
ク
（
K
）、
テ
ィ
ー
デ
マ
ン
（
FK
）
の
七
人
。

（
57
）	 StB 1886, B

d. 3, S.1626-1627.

（
58
）	 StB 1886, B

d. 3, S.1633-1636.

（
59
）	 StB 1886, B

d. 3, S.1617-1619.

（
60
）	 StB 1886, B

d. 3, S.1621-1624.

（
61
）	 StB 1886, B

d. 3, S.1636.

（
62
）	 StB 1886, B

d. 3, S.1638.

（
63
）	 Anlagen zu StB 1886, B

d. 3, A
ktenstück 146, S.1411-1414.

（
64
）	 StB 1886, B

d. 3, S.1707-1709.

（
65
）	 StB 1886, B

d. 3, S.1713-1716, S.1733-1734.

（
66
）	 StB 1886, B

d. 3, S.1718-1725.

（
67
）	 StB 1886, B

d. 3, S.1727-1730.

（
68
）	 StB 1886, B

d. 3, S.1709-1711.

（
69
）	 StB 1886, B

d. 3, S.1716-1718.

（
70
）	 StB 1886, B

d. 3, S.1725-1727.

（
71
）	 StB 1886, B

d. 3, S.1730-1733.

（
72
）	 StB 1886, B

d. 3, S.1713-1716. S.1734-1738.

（
73
）	 StB 1886, B

d. 3, S.1740-1742.

（
74
）	 G

S 1890, S.209-210.

（
75
）	 G

S 1891, S.279-284.

（
76
）	 G

S 1898, S.63.　

G
S 1902, S.234.

（
77
）	 G

S 1904, S.227-234.

（
78
）	 Preußische G

esetssam
m

ulung 1908, S.29-34.




